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植史地時代インドの蕃宝酒 (NativeStates)の内政は， 今までのと
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ころ，資料も多くは刊行されておらず，研究も乏しい分野である O 藩王

国はイギリスとの条約やそのインド政庁の交付した授権証書(Sanad)に

よって一定の限度内での内政自主権を認められていた。それゆえに藩主

による「封建的」 と評される伝統的支配がイギリス側からの大きな影響

を受けることなく行なわれていたことが一般的な推論としては成立つに

しても， その具体的内容となると必ずLも明らかにはされてはいなかっ

た。しかしながら， 藩主固といえどもインド政庁の一定の統制下におか

れ，その内部の政治・経済・社会的変動が皆無ではありえなかったであ

ろうから， そのような変動に対応する諸施策が講ぜられたはずであり，

それらは必ずやイギリスのインド支配の支柱としての藩王支配を維持す

るためにその指導と賛同との下にのみ行なわれたであろう。 そうだとす

れば， 伝統的支配とても伝統それ自体の自らを保守する力によってでは

なく， 植民地支配に従属しこれを補強する要因として他律的に在続せし

められたものということになろう。

小稿は以上のような考えの下に， オリッサの旧ガルジャート (Garh-

jat)またはキラージャート (Qil‘ajat)諸国のひとつであるケオンジャル

(Keonjhar， Keunjhar)の土地=貢租制度について， 1898-99年の裁定

報告及び1914-15年の裁定報告を中心的な資料として， なお若干の補助

資料を参照の上，概観したものである。

資料の標題等は下記のとおりである。

Settlement Report 01 Keonjhar State lor 1305 Amli Year， Cby 

Ajoy Chandra Das， dated 8. Nov. 1900J， Reprinted under the 

Authority: of the Revenue Department， Government of Orissa， 

Cuttack， 1964. C以下 KSR-l， と略記する。〕

Final Report 01 the Survey and Settlement Operations 01 Keon-

jhar State (1914-1915)， Board of Revenue， Government of 

Orissa， n. d. C以下 KSR-II.と略記する。3

なお筆者の入手した KSR""I.には地図が欠けており ，KSR-II.には木

来あった付帯文書がわずかしか印刷されておらず， 報告者の名も見出し
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得ない。

これ，らのほか主として最終章で部分告さに次の諸資料を用いる。

Report 01 the E鈴quiryCommittee， Orissa States， Cuttack: Orissa 

MissionPre語以 1939.(RECOS.と略記する。〉

R. K. Ramadhyani， Report on Lαnd Tenuresωzd the Revenue 

System 01 the Orissαand Chhatisgarh States， ca. 1942， 3 vols.， 

Berhampur: lndian Law Publications Press， n. d. (ROCS. と略

記する。〉

資料の性格の要点はのちに述べる。

また本稿ではオザヤ謡の圏有名詞や苦譲渡用語が多く出るが， てもとに

よるべき辞典の類がないので， やむなく資料に書かれている鰻字をその

まま採用せざるを得ないばあいが非常に多かった。 しかしこの欠騒は叙

惑の実費に省定的な影響を及ぼすほどのものではないであろう。

ケオンジャル概観

ケオンジャル藩王簡は北緯21慶 1 分 ~22度 9 分30秒， 東楼85度14分

86震24分35秒にかけてひろがる商積7，720極 2の地域で， パイタラニ

くBaitarani)湾諜域のわずかの器地平野部を除くと， 大学は襟潟200，-

500mの丘綾地帯電rなし， さらに擦潟900mをj越す部分をもふくむ山岳地

帯があった。 19世紀末の時点で耕地闇積は全体の 11.18%， 可耕擦の

11.30%にすぎず討議数は2，249， うち懸住者のいる村落 (Chapari

village)が1.958で他は無人の村落 (Be-Chaparivillage)であった0

1891年の関勢認還をでは人口 248，101人と報告されていた。くりまたこの地

域には， まったくまたは完全にはとンドウー北されていなし、L、わゆる

かなり多数騒往していた。山

住民の経済活動札 狭い藩壬置内でも地議開でかなりの犠蓋を示し，

一方で、は 'Toila' または‘ Dahi~ とよばれる焼畑耕作が行なわれ，∞地

方で絃19変哲3誌で既応，;-米・討議・芥ノ之官議議類などの商品作物と，L

ての栽培も進んでいた。∞米・木材・衣料などの取引き?と農民への穀物袋
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付けとに従事する商人も圏内 していれば，くわヤママユの綿布でか

なりの利益者ど挙げている織布工の集落 (6)繁関している製油業者 (Teli)

の集落(7)鉄で活詫を畏ナる 100戸以上もの鍛冶工の築務くじなどがみら

れた。韓体として，服役紀後半のケオンジャルには，商品生産・高品流

していたようでるがが (9) その程震ないし様態について詳しく

るための資料があるとはいえないど10)

ケヌ?ンジャル王家の伝滋ではその始祖は日投紀末にジャガンナートに

巡礼に来たラージプ…トの王族といわれる o この王が建てたマユルパン

ジ (Mayurbhanj)またはモールパンジ (Morbhanj)E堅からケオンジャ

ルが分かれたのは17役紀以後といわれる。 ケオンジャノレ主は18041f.12月

168の東インド会社との条約で，年額 Rs.2， 976--11 -11の賞綿の支払い

等を条件として，その地位を承認された。 この貫総額は， 1858年に当善寺

ナーグフツしのインド人兵士の殻乱を鎮定するのに功績があった

との理由で Rs.L 000 iこ減額された。この時インド政庁はケオンジャ

ノレ王に‘Maharaja'及び ，Raiβαhadur'の称号を与え， その大臣

(Dewa1のには月額 Rs.200さと支給することにしたfi〉範ってインド致

庁の財政からみると，ケオンジャんは総力のある地域ではなかった。 し

かし林産資源は有撃であった。(12) 

ケオンジャルヨミ関の寮租裁定 (Sett1ement)は， 1803年にこの

(Bebartta) Chil1tamoni Mどahapatraなる殺が丈量尺度、公定め，水

田 (Jala)く13)についてのみ土地糞程の裁誌な行なったのが，最初のこと

とされる。 この持の土地資租形態は薬物と只殻貨幣 (K，α忽ri) との併用

であった。仁川次は1858年に同じく大躍の RaiChandra Sikhar Dhal 

Bahadurが， 支払い手段をインド政庁の発行する笈幣に統一し， 地良

別に単位商穣あたりの定額金総総合採用し， ざらに免程地主f数理してそ

の一部?とi隠少の特恵地租 (Tanki)を課するとともに，郷兵 CPiiik)のJj故

禄地乙lagir)にも!湾じく低率の郷兵地艶伊iiikllli) したど14a)

3醤誌いわゆるラトナ=メーリ… CRatnaMeli)(川ののちの，政

話一
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庁の政務部弁務官ジョンストン(JamesJohnstone)による裁定で，叛

徒側の郷兵の保有していた免租地の収公と， 特恵地租及び郷兵地租の増

額とを特徴としたoC15a〉

第4回は藩主 DhanurjoyNarayan Bhanjが1870年から10年ほどを

かけて実施したものであった。 これは前回以降に拡張された耕地に対し

て既定率による土地貢租を賦課したものといわれ， ライヤット保有地の

貢租率そのものは第2回以後ほとんど変更がなかったらしい。(16)すなわ

ち，上ケオンジャルでは， 20カタック=セル (Kaf.akSer: Cuttack 

Seer.約1.86kg)の種籾を播種する土地を 1マン (Man)とし 1マン

あたり Re.0-8ないし Re.0-12， 特殊なばあいにはこの半額を課し，

下ケオンジャルでは， 上ケオンジャルの 17ンに相当する18ダスティ=

パディカ=マン (DastiPadika Man)ごとに Re.0-6ないし Re.1~2 

とし， 累進的に20，24， 28ダスティ=パディカーマンあたりの貢租率が

定められていた。 28に対しては Rs.2-12が課された。(16a)ライヤットは

土地貢租のほかにも， Kiran (sic.)という名目で農産物を市場価格以下

の低廉な価格で藩王等に供出する義務を負わされ， さまざまな労働役務

(Bethi Begar)つまり賦役を徴発されていたが， これらは従来は裁定

の対象とはならなかった。 またこの時までの貢租裁定の記録は残されて

いないか，残っていても公表されてはいないようである。

第5回はし、わゆるダラニ=メーリー (Dhara1)iMeli) (11) の鎮圧の時

から，藩王の支配体制の再建策として， 政庁の指導によって始められた

もので， イギリス人2人， インド人4人の官吏が 8年半の日子を費し

て(18) ケオンジャル藩王国の土地=貢租制度を整備し，かなり詳しい記

録を残した。それが本稿で用いる主要資料 KSR-I.である O この時の裁

定は15年を期限とした。

第6回は1914-15年に初めて詳細な土地の分類と地籍測量とを採入

れ， 20年期限で実施されたが，この時の記録 J(SR~II. は前回に較べて簡

略である。これも本稿で主要史料とιて用丸、る。 1934-35年に実施され

るはずで、あった第7田裁定は結局は行なわれなかった。(19)従って KSR-
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11.が藩王国の最後の貢租裁定報告となった。

最後にケオンジャル藩王国の行政区画について概略を示しておく。全

国は19世紀末の時点で44郷 (Dandpat，sic.， Daηqapata ?)に分かれて

いた。これらはもと，藩王自身が首都監理官 (NijgarhManager)の補

佐を受けて直接支配する上ケオンジャル (Upper Keonjhar) 17郷と，

別の監理官 (Manager)を通じて支配する下ケオンジャル27郷に編成さ

れていた。第5回裁定の頃かあるいはそれ以前から， 前者は藩王が監理

官の補佐を得て直轄する Nijgarh郡 (Subdivision)12郷と，別の監理

官をおくNayagaJ;"h郡5郷に再編成されL後者は貢租 (Revenue)及び

一般行政 (CivilAdministration)担当の監理官と，刑事及び国庫関係

業務 (Criminaland Treasury work)を担当する郡司政官 (Subdivi-

sional Officer) とをおく Athgarh郡27郷と改められた。(20) 3郡名は

そののち Sadar，Champua， Anandpurとそれぞれ改称されたらしく，

また上ケオンジャルの郷の数は合計15に整理されたもののようである。(21)

註 (以下諸資料からの引用中の患の記号は，そのなかの小節を示す。)

(1) KSR-I.， ~ 17 (pp. 13-21)， 72 (p.31).村落の類別の具体的内容について上掲個

所には説明を欠く。なお詳しくいうと，居住・無人を通じて， 178村落には特に

‘hamlets'" 15には‘Basti'(> Vasati集落?)の語が用いられている。 1910年
代半ばには村務(おそらく chapari)の数は 1，925とわずかに減っているが，耕

地面積は94.76%の著増を示している (KSR-II.，~ 6， 7 (p. m。
(2) KSR-I.， fi 74， 75(p. 32ふ85-98(pp. 35-36.)には Bhuiyan(Bhuiya)， Juang， 

Kol， Kurmi， Sonthal， Sauthi， Bathudi， Gond， Khandwalの諸部族名を挙げ

る。

(3) KSR-I.， fi 18(p. 21)， 119 (4) (p. 42).焼畑耕作は Juang部族領域では1940年

代初頭においてなお行われていた (RQCS.1， ~ 47 (p. 39])。

い)KSR-I.， fi 17(a)帥 (p.15)， (b)帥，帥， M，凶1) (pp. 18， 19， 20).英領地域及び他

藩王国との交易も活発であった。

(5) KSR-I.， fi 17(a)， M)，帥， (b) (瓜 (9)(pp. 15， 16， 17， 18). 

勿) KSR-I.， ~ 17， (b)帥(p. 19). 

(η KSR-I.， fi 17， (b)側 (p.20). 

(め KSR-I.， fiJ7， (b)凶 (p.20). 

(9) 英領地域に隣接する地方では，農民が英領地域の定期市まで穀物・蜂蜜・木炭・

疏菜類・枝編み細工の篇を売りに行ったり， 日用必需品をそとで買い求めたりし
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ケオンジャル藩王国の土地制度と貢租裁定

ていた (KSR-I.， ~ 17， (b)(4)， (5)，帥 [pp.17-'18， 19J)。全国で17の定期布(Hat)

の立つ村落があった (KSR-I.， ~ 60 [p.29J)，というが，ほかに米などの大口取

引の行なわれる市 (KSR-I.， ~ 17， (b) t加，)[p. 21])も挙がっており，実際には定
期市の数はもっと多かったようである。

帥 1860年代にオリツサ各地を旅行したハンターは，ガノレジャート諸国の商業が行商

人 (wanderingmerchants)によって担われていること，常設市 (perfuanent

markets)はまだ発達していないこと，取引きはほとんどまったく現物交換によ

るもので，銀貨はほとんど知られておらず， 貝殻貨幣 (Kau'(i)さえめったに用

いられないこと，都市生活 (townlif巴〉のごときものは存在しないことなどを指

摘しているー(W:W. Hunter， OriSSa， vo1.， 2; London: E1dei"， 1872， p 102ふ

19世紀末の状況でも大勢は変っていないようである。ケオンジャノレから他地方

への主要輸出品は，米、・菜種目・ラッ P ・ヤママユの繭・皮革・亜麻仁油の絞り粕

(? linseed mahul)・角製品・綱の材料となる Partasi草・材木・燃料・蜂蜜・

糖蜜であったが，これらのうち皮革・材木は英領地威から来る商人たちが抑え，

他品目は藩都 NijGarh (Keonjhar Garh)及び Anandpur在住の小商人たち

(petty mahajans)が主にとりしきっていた。彼らは雨期前に塩と綿布とをたく

さんの荷牛に積んで奥地に入り，商品を後払いで売り，荷牛を放牧のために土地

の人びとに託して帰る。小商人たちは収穫期にまた奥地を訪れ，前に売った商品

の代価を現物で支払って貰うと，それらを預けておいた荷牛に積んで英領地域の

商業中心地や， Singbhumの境界にある JaintiGarh" 時には西方の Dhen-

kanal藩王国に輸送していた (KSR-I.， ~ 93 [p. 29J)。

この他の断片的な商業への言及から察するに，農民が貨幣を所持する機会は通

常はほとんどなく，後述する貢租支払いのため以外は，その必要はなかったよう

に思われる。

(11) 王家の歴史は KSR-I.， ¥i 99-107 (pp.37-39).に述べられている。条約は C.u.

Aitchison (compふACollection 01 Trei:zties， Engagements and Sanads 

relating to lndia and Neighbouring Countries， Ca1ciltta， 1009， Vo1. 2， p. 

244.所載。貢納額は条約では Kauri(貝殻貨幣)で12，000kahanと表示されて

いるが，KSR-I.， ~ 107によって改めた。

ω KSR-I.， ¥i 246-250 (pp. 82-83).参照。
問 地目の分類については後述する。

附詳しくは KSR-I.， ¥i 113 (p. 40). 

(14a) 詳Lくは KSR-I..¥i 114 (P. 40).郷兵 (Paik)については後述する。

U5: 1868年に Bhuiyan部族のサノレダーノレ (Sardar首領)Ratna Naikの指導下に

起った叛苦しをいう。 詳しくは， W. W. Hunter， A Statistical Account 01 

Bengal， Vo1. 19， District ofPuri and the Orissa Tributary States， Lon-

don: Trubner， 1877， Repr.， Delhi: Concept Pub. Co.， 1976， pp. 291-299; 

...:.c:9ー
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H. .K. Mah.tab (Chief Ed.)， Histo.ry 01 the Freedom Mo.v.ement in Orissa， 

vo1. 2，C1$Q7-1911)， ed.. by P. ，Mukherjee， Cuttack: State Com:mittee 

for Compi1ation of History of th巴 FreedomMovement， Orissa， 1957， pp. 

102-105， 130参照。

(15a) KSR-I.， ~ 116 (p.41). 

(1~ KSR-I.， ~ 117， 118 (p. 41). 

(16a) KSR-I.， ~ 114， 115 (pp. 40-41). Dastiは拳の親指を指関節に平行にのばし

た時の指関節間の長さで 4.5inches (11.43cm) (KSR-I.， !i 68 (p. 30J)， Pa-

dikaは長さ 7~12feet (2 目 135~3.660m) の竹尺 (FinalRepo.rt o.n the 

s.urvey and Settlement 0.1 the Pro.vince 0.1 Orissa (Tem，戸o.rarilySettled 
Ar(ias) 1890 to. 1900 A. D.，一2vols.， by S. L. Maddox， vo1. 1， p. ii.な

お以下この報告は OSR-I.と略記して引用する)0Dastiは一定であったが Pa-

dikaは多様であり土地丈量に混乱を招くので， 第5回裁定では 18DastiPa-

dika (2.057m) が統一使用された。 l平方 Padikaを 1Bisva， 16 Bisva，を

Ganfhaとするが，上ケオ γジ1ヤノレでは 20Gan{haを，下ケオンジャノレでは

25 Gan{haをそれぞれ 1Manとした。従って両ケオンジャノレの 1Manは一

方が約0.404acre (1， 635ni')， 他方は0.505acre (2，0431112) となる。この相違

はこの時には是正されなかった。 KSR-I.， ~ 67-70 (pp. 30-31). 

日引 1891年に Bhuiyan部族の Dharanidharが指導して起した叛乱で， イ γ ド政庁

の軍事介入により鎮圧されたが，政庁側は藩王の圧政に責任ありとして，内政へ

の監督を強化した。 C.E. Buckland， Bengal under the Lieutenant-Go.verno.rs; 

being a Narrative ol the Principal Events and Public Measures during 

their Perio.ds 0.1 Office， Iro.m 185.{ to. 1898， vo1. 2， Calcutta: K. N. Bose， 

pp. 911-912; H. K. Mahtab (Chief Ed.). op. cit.， vo1. 2， pp. 105-108参照。

側 KSR-I.， ~ 1-7 (pP. 1-2). 

(19) ROCS.-III， Keo.njhar， 3 2 (p. 135). 

ω1) KSR-I.， ~259 (p. 89). 

(21) KSR-II.，!i 6， 7 (p. 1). 

E ケオンジャノレ王国の土地制度

1. 地目の分類

ケオンジャル王国で、は， 土地の性状または利用形態による以下のよう

な地自の分類が行なわれていた。り

① Jalα(語義は「水J)または Sarada(語義は「冬場米J)。∞これは

水田 (wetrice-land) である。

- 10ー
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② Kala (語義は「黒土J)。台地上の宅地 (highhomestead lands) 

の!ことで，他地域では Gharbariまたは Bastiとよばれた。 この地

目の土地はさらに下記のように細分された。

i.土地保有農民の宅地及び庭畑地で， 下ケオンジャルでは Kala，

上ケオンジャルで、は Sadh壬ra1JGhar Bari (通常家屋地)とよばれ，

家屋以外つまり庭畑地の部分は残飯・塵芥の類や牛糞で施肥される

のでことに肥沃で-あり ，Har Fas/i (毎季収穫地)ともいわれた。

ii.農地を保有しない商人・職人諸カーストの宅地で、 Pa:tnaChan. 

dna Csic.， Pattana Candina T町邑租料J?)とよばれたQ

¥iii.農地を保有しない商人・職人以外の人びと， つまり低位諸カース

ト及びコーシュパーシュ (KhosbasI安楽な生活を送る者」の意。

特権を付与されたマハートラーン [Mahatraη〕とよばれる非バラ

モン上位カーストの成員)の人びとの宅地で， 下ケオンジャルでは

これをただ Chandna(sic.) といった。

③ Gora (語義は「白土J)。∞台地 (highlands)に位置し，集落に近

く手入れが行届いていれば年2毛作が可能であるが， 林野に近ければ

しばしば不毛であり，鳥獣の害を防除してもなお作柄不良という。

④ Dahiまたは Toila(sic.)。移動焼畑耕作を行なう土地で，上ケオン

ジャルでは一般に部族民がこれをする。 3~4 年ののち放棄されてま

た林野に戻るのが通常であるが，時には施肥によって BajeFaslつま

り甘薦・タバコ・小麦などの作付地くめになり，低地では堰堤 (Bandh)

を設けて Saradaに転換することもあったという。(5)

⑤ Pala。沖積地で概して 2毛作地であったが，河岸段丘低部では一般

にl毛作であった。 なおこの地目の土地は下ヶオンジャルでは通例

Jalaまたは Saradaと区別されない。(6)

⑤ Daluao下ケオンジャノレのバイタラニ河の浸水作用を受ける土地

で，春に稲の作付けを行なう。 Jujhpada郷にのみみられる。(7)

このほか下ヶオンジャルでは甘薦作付地と果樹園とを別に数えていた。∞

上ケオンジャルでは， これらの諸地自の土地のうち Jalaまたは Sa.
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radaのみが土地貢租(資料でほ‘rent')賦課の対象であった。農民た

ちは土地貢租のほかに Kiran及び BethiBagarの負担にも応じてい

たので， 他の諸地目は貢租を免除されていたということである。(9) しか

し下ケオンジャルでは，多少の例外を除いて， すべての地目の土地に貢

租が賦課されていた。例外は，面積あたりの率による貢租でなく Patki

(sic.家屋税) を支払う農民の宅地と， 集落一括のかたちで高率の恋意

的な賦課を受ける職人・商人の宅地， 貢租を免除されていた一部の部族

地域の Dahiであった。(10)

なお上記の地自分類は 19世紀末までの慣行によ:5ものと思われる。第

6回裁定時には後述するように別の分類が採用された。(11)

2. 土地保有語形態

以上のように 19世紀末までケオンジャル藩王は，地域によって一様

ではなかったが， 土地に対する収租権と土地保有農民に対する課役権と

を有していた。 これらの権利ないし権力は藩主の収入源であったが，藩

王はその統治のための必要経費を常に直接に自己の収入から支弁したの

ではなく， 王族と宗教儀礼をもふくむ統治行為の実行担当要員とに収租

権と課役権とを譲渡してそれぞれの扶持料とさせ， また園内在郷の権勢

ある者にもそれぞれの領域の相対的に独立した支配権を認めていた。 こ

のように土地に対する権益関係は， 国全体の領主たる藩王と直接生産者

たる土地保有農民・手工業者等とのほかに， さまざまな中間介在者をも

伴なっていた。藩王の全国土に対する領有権を除く他の諸権益は，諸資

料では土地保有形態または土地保有条件 (LandTenures)という概念

で表現している。 以下ではこれをただ保有形態と記す。

保有形態は諸資料には非常に詳細に列挙されている (12)が，大別するな

らば，国庫領 (MahalKoth) と免租保有地 (Lakhiraj: Ni$kar)との

2類になろう。 国庫領は，藩王のみが全面的に収租権・課役権念行使す

るライヤット保有地 (Ra'iiyati:Raiyati)， 務王は少額の特恵地租を課

徴するのみで収租権・課役権ともに他者に譲渡した減租保有地(Tankz)，
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それに同じく微少の貢納を取るだけのザミーンダ-Jレ領 (Zamindar.i : 

]amidafi)の3種を数えることがで、きる。免租保有地は後述のごとく多

種にわたるが， その収公ないし国庫領化が，ラトナ=メーリー以後から

始まった減租保有地の設定と関連していたことは， 既に述べたとおりで

ある。以下に各保有形態について説明する。

(1) 国庫領

A.ライヤット保有地

国庫領のライヤット保有地と出ライーヤーッ干 (Ra'iyat: Raiyai)>-:tな

わち藩壬に直接貢租及びその他の投務を一給付す.;..ぺき人ひそと&の保有地であ

り， 19世紀末第5回裁定以前の藩王国の土地=貢租台帳 (Bhiya引に五よ

ると，上ケオンジャルで、は耕地総面積の20.83%，国庫領の33.02%，下ケ

オンジャルではそれぞれ44.34%及び56.13%であったという。 国庫領の

貢租収入額中に占めるライヤット保有地からの貢租の割合は，上・下ケオ

ンジャルそれぞれに49.26%(?)及び72.57%であった。(13)但しこの段階

では，上ケオンジャルでは貢租を賦課された農地はJalaまたは Sarada

とよばれる水稲耕作地のみであった。

ライヤットは，一般 (Sadharar;，)，玉城直隷 (GarhPurani， sic.)，町

邑租料負担 (PattanαCandina)の3類に区分されていた。〈叫

一般ライヤヅトは藩王の「借地人たち (tenants)Jの大多数をなす土

地保有農民であったが，権益の上では「随意借地人 (tenants-at-will)J 

であって，土地に対してなんらの永代的権益をもたず，反対に， 藩壬の

寵臣や従者たちのために土地を収用されることもありえたらしい。(1めま

た作柄不良の時も貢租の減免を請求しえず， 収穫の有無にかかわりな

く， r彼の名が収税吏 (Karaη) の台帳に留められ続ける限りは」貢租

その他の役務と諸課徴に応じなければならなかった。(16) その上に一般ラ

イヤットは家屋税をも支払わされていた。(17)従って彼らは総体としては，

一定程度の生産手段(農器具・一役畜・種穀など)を所有し自立して農業

生産を営んでいたとしても， 極めて隷属度の高い権利の稀薄な小農民層

であったように思われる。
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一土地貢租以外の諸役務の具体的な内容と様態は明らかではないが， 前

述した Kiranとし、う特恵価格による穀物等の供出のほか，第5回裁定時

に存置された RathBethz (祭礼用の山車 [Yatra]に関する役務)， Gast 

Bethz (藩王・役人等の旅行時の荷役)， Sadigamz Bethi (藩王家の重

要な儀式の際の役務)， Chauni Bethz (国事用の家屋の屋根葺き)(聞を

も含むさまざまの労役があった。 これら無償の人身役務はライヤットの

隷属性の強さを示すものであろう。

玉城直隷ライヤットとは，藩王直営地 (NijCas， Khamar)の農耕に

従事していた農民で，貢租は刈分け (Bhag)による生産物をもってこれ

を納付じた。 なお上ケオンジャノレで‘は藩王直営地は19世紀末には廃止さ

れ，高率の金納貢租に転換されていたが，第5回裁定における Kitanの

廃止に伴なって藩王が穀物を直接調達して備蓄する必要が生じたため，

下ケオンジャルでは直営地が維持された。藩王直営地には遺棄された土

地もふくまれていた。Cl9)

町巴租料負担ライヤットとは農地をもたない富裕な商人・職人層であ

り， Patnabandi (sic.， Pattana-bandz?)とよばれる彼らの集落をなし

て居住し， 宅地地代の名目で実質的には高率の所得税とも称すべき貢租

を支払っていた。彼らのうち Ga:rhつまり王者日ケオンジャルニカボルの交
易商人たち (traders)は王国奥地及びブーイヤ一族居住地域 (Bhuiyan

pzr) の交易独占権を享受していた。彼らは宅地地代のほかに， 藩王，

王位継承者，第1王妃及び‘BaldebjeoThakur¥(sic.) (20) に Kiran

を供与する義務を負っていた。 役務としては荷牛と運送の人夫とを藩王

の用に供与しなければならなかった。 また彼らは祭礼時に神の傘や旗を

捧持するという重要な役割を担う栄誉を与えられていた。(21)

付言すれば， ライヤットは国庫領ばかりでなく減租保有地と免租保有

地にも存在し それぞれの中間権益保有者の下での直接生産者層をなし

ていた。 それらのライヤットのなかにも商人・手工業者がし、たか否かは

諸資料に明記されていないが， 少くともそれらの存在を否定するのは困

難であろう。またし、ずれの保有形態を問わず，ライヤットの下に又小作人
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ともいうべき別のライヤッドのいるばあいもあったら1じいことは; 1910 

年代の資料からは窺えるが， 19世紀末の時点については定力、でない。 こ

れらを下級ライヤット (SikamzRiiiyat) という。(22)

B. 成租保有地

減租保有地は前述のように 1858年の第2回貢租裁定時に導入されたも

ので， 収公された免租保有地に一般ライヤット保有地よりは軽少の特恵

地租 (Tanki)を課したものである。従つで免租保有地の項で関連Lて

述べることとしたい。

C.ザミーンタール領

ザ主ーンゲーノレ領はj二ケオンジャルの Kaliahetta領と下ケオンジャ

ルの Dhenka領とのふたつで、あった。ザミーンダーノレかつでは広汎な特

権と領内の裁判権とを有していたが， 19世紀末までにはそれらの権力を

喪失して中間保有権者 (tenure-holder)になっていたという。(23)

Kailiahettaのザミーンダール家は古くはケオンジャル王領の辺境守

備に任じた家系であり， Iムカソレ領jの諸土侯家 CQil'ajatZamindars) 

と姻戚関係をもっていた。 このザミーンダーノレ家は1859年まではケオン

ジャル藩王に年額 Rs.35の金銭と若干の現物とを納入していたが， この

年の裁定で貢納額は金銭Rs.50のみとされた。 1892年には藩王がザミー

ンダールの在郷土地資産 (mofussilland-assets)つまり貢租収入年額

を Rs.550と査定し， うち Rs.225を藩王に納入させることとした。(24)

Dhenkaは「流血戦乱を好み，主君を意に介せず， 略奪を事とする家

臣首領たち (vassalChiefs)の勇猛なる一団」の所領であり， 1784年にマ

ラータつまりナーグフツレのボーンスレー王家からケオンジャル王家に割

譲された。 このザミーンダーノレ領の1850年以前の状況はよくはわからな

いらしいが， 領地の収公が行われた結果として， この年のザミー γダー

ノレの保有地は2，000Man，資産(年収地租額)は Rs.768，藩王への貢納

は Rs.376と査定された。 1890年には貢納は Rs.426に増額された。(25)

これらのザミーンダール領内部の土地保有形態は， 藩王国のそれを縮

小したようなもので，耕地はザミーンダールの直営地 (NijDakhal)， 
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貢租免除地 (Ni$kar)，減額貢租地 (Tankz)及びライヤット保有地に分

かれ，そのほか森林や荒蕪地が存在した。(26)ザミーンダール領内のライ

ヤット保有地とは， 所定の貢租の満額をザミーンダールに給付すべき土

地であった。 KaliahettaとDhenkaのほかに「マハーラージャの Ka-

ntajharザミーンダーリー」なる所領が下ケオンジャルにあった仰〉が，

思うにこれは藩王家の直営地であろう。

(2) 免租保有地ー

免租保有地はそのなかに多様な名称の地種を含むが， 世俗的目的をも

って収租・課役権を施与された土地と， 宗教的目的によってそうされた

土地とに二大別できる。~世俗的免租保有地はさらに藩王家御料地 (Kha-

勾a)，家臣恩給地，職務知行地 (Jagzr)，及びそれらに含まれない別の

控除地 (Minha)からなる。宗教的免租保有地は，宗教施設の祭式・儀

礼及び聖職者の生計の費用を支弁するための土地とバラモンへの施与地

とを含む。制度用語としての免租保有地 (Ni$kar:La-khiraj)は広義

には上述のすべてを含みうるが (28)狭義には家臣恩給地とバラモンへの

施与地に限定される用例もあったらしい。〈間以下それぞれの地種につい

て説明しておく。

藩王家御料地は藩王嗣子 (Tikayit)及び第1王妃 (PatMahadeyi) 

の扶持料地であり， 上・下ヶオンジャルを通して前者は32，後者は10の

全村所領 (MaujaMahal)を有し，それらとは別に下ケオンジャノレに余

剰地 (sparelands) として前者は10，後者は1の部分所領を有した。(30)

これら御料地の内部の状況や編成については資料に記述がない。

家臣恩給地はパーンピク (Panρik. きんまを噛む時に吐くつばきのよ

うにもとに返らない，つまり収公されない土地，の意という。)， 衣食地

(Khorak-Posak) ，贈与地 (Datta) とL、う地種名称で知られるく31)が，

それ以上のことは明らかでない。家臣恩給地のなかには，Tanki Lakhi-

rajとL、う減租保有地として扱われるに至った藩王の従臣(dependants)

及び一族の者たち (kinsmen) に対する知行地 (Jagir)も含まれてい

たであろう。この項目には衣食地・扶持料地のほかに， 女子の婚資用地
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(Jautuk)・牧馬用地 (Ghoqa Caraηi)・給与地 (Bartan)(叫・加増地

(Chadah， sic.， Caqha?)・殉職者恩給地 (Rakta-Patta)(仰という地

種名称がみられる。しかしこれまた名目以上のことは知りえない。

職務知行地は大別して， ①藩王国の下級官僚の職禄，②藩王家の傭人

の職禄， ③兵員・警吏の職禄，④村落諸要員の職禄，にあてるものから

なっていた。(34)以下これをやや詳しく扱っておこう。

資料にあげられた受給者の職名から藩王国の下級官僚， すなわちその

職務が住民全般を対象とすると考えられるのは， 上ケオンジャノレに免租

知行地を与えられていた堰堤修築官 (Bandh Marammati) (35)と，同地

に減租知行地を与えられていた土地丈量官 (BehraPadhan) (36) とであ

った。両方の職ともにわずか2名が受給するのみで，面積も極めて少な

かった。 以上のほか玉城に至る山道で旅行者の荷物の運搬に当るガー
ごうりき

ト=パーイク (Ghat Paik剛力)と彼らの親方 (Naik:Nayak)も，

下級官僚とは称しがたいまでも， 藩王家の傭人よりは一般的，公共的な

職務に従事していたものとして， この部類に入れてよいであろう。彼ら

は山道沿いに3マイル (4.8km) 間隔で小集落 (Basti) をなして居住

し，一種の駅逓をなしていたらしい。 19世紀末には294人がこの職務に

従事していた。(3叫

藩王家の傭人とみうるのは， 藩王家の師侍または司祭たるバラモン，

諸種の儀礼要員，医薬師 (Baidya)， 特定の物資や労働の提供者などで

あり， 職種ごとの免租または減租知行地受給者の数は，僅かな例外を別

として，非常に少なかった。(37)

兵員・警吏の職禄としては，郷兵 (Paik) とチャウキーダール (Cau-

kidar警備員，看守)との知行地が挙げられる。

郷兵は植民地時代以前の土侯の武装農民軍 (peasantmiltia)の兵員

であり，平時は農耕に励みながら， 時に応じて兵役や警護に任じたり，

「若干の大まかな警察的職務」に従事したりする代償と Lて， 貢租と賦

役とを免除されでいた。コしかし植民地支配下においてこの種の兵力の動

員は不可能となり，前述のように， 第2回貢租裁定からは軽微な貢租の

7
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賦課による郷兵知行地 (Paikan)の収公が始められた。ラトナ=メーリ

ーを鎮圧したジョンストン大佐は， 上ケオンジャノレの郷兵たちの一部に

叛徒への加担がみられたことから， この地域の郷兵の人員を削減し，そ

れに伴って罷免された郷兵たちの知行地の全面的に収公し， 下ケオンジ

ャルの郷兵知行地の貢租率の引上げを断行した。郷兵の総数はこの時点

では 3，237人と記録されたが， その後は藩王自身がジョンストンの政策

を踏襲強化したため， ダラニ=メーリーの時までには 2，709名となって

いた。この叛乱でもまた郷兵たちの能力と忠誠とが疑問視され， 若干の

曲折を経て，最終的Vこは907名のみが免租知行地を許され， 他は全面的

に知行地を収公された。(38) 残された郷兵たちは，藩王の玉城及び領内諸

城砦の警備等に任じるためのものであった。 彼らの位階・編成・兵種に

ついてはここでは述べない。

チャウキーダーノレはもとは下ケオンジャルのみにおかれ， 木材の盗難

予防その他の地方的業務に当っていたが， 郷兵の減員と再編成に応じて

上ケオンジャルにもこれをおくこととなり， あわせて 466名が任命され

免租知行地が設定された。(39)

村落語傭員の職禄は，上ケオンジャルの村落の首領 (Padhan)(40¥ 警

吏 (Dangua，sic.) ，占星術師 (Jyoti:;i)，村落女神の司祭者 (Dehuri，

sic.)仰心，木工，鍛冶工，洗濯屋，理髪師， Dakua (sic.意味不詳)(4りな

どに与えられていた。村落首領の職禄は従前は当該村落の 1Bati Csic. = 

20 Man)あたり 2Manの土地を Re.0-1の低率貢租で保有させるかた

ちで与えられ，他の諸傭員は 1Batiあたり lManについてこの特典を

認められていた。第5回裁定時に村落首領の職禄は Jala及び Palaの

2地目に限って 1Batiあたり 2Manを免租知行地として与え， それ

だけの面積の土地が得られない村落では職禄相当分を村落の貢租総額か

ら控除して金銭で支給することにした。〈叫首領職禄の受給者数は1.302 

名であった。仰心なお下ケオンジャルでは，郷及び

担当者Z叩04名は収納分からの控除のカかミたちでで、報E酎酬1jを受けでいた。〈叩空伊抑2幼bω〉そ

の他の諸傭員は両ケオンジヤ/ルレで、2，86侃8名あり9，第5回裁定時に彼らの
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減租知行地保有が認められた。(42c)

控除地とは，土地貢租を賦課されない商人・職人層， つまり前出の町

巴租料負担ライヤットの宅地及びコーシュパーシュ層にマハトラーンの

名目で与えられた土地， 藩王とその役人たちの旅行時に土器の査 (Ha・

1J4i)を供出する義務を負う上ケオンジャルの陶工 (Kumhar)の宅地と

台地 (Gora)部分の耕地，そして下ヶオンジャルの未課税の焼畑 (Dahi)

と荒蕪地の切片からなる。 町邑租料は通常の土地貢租ではなく一種の所

得税と考えられて，控除地に分類されたもののようでああ of削また第5

回裁定以前は，上ケオンジャルの Jala(水田)以外の耕地も控除地のう

ちに数えられていた。仰引〉

次に宗教的目的による免租保有地について概観する。

まず神事用地 (Devatra:Debottar) という， ヒンドゥーのいずれか

の神 (Thakur)に施与された村落及び村落内の地片があった。これらは

大別して， ①藩王国及び諸村落のいわば公共の柁神の神社とその祭礼の
パンデイー

維持のための施与，②国内及び「ムガル領」の私人の杷神のための施与，

③プリーのジャガンナート寺院への Amrtamani 甘露宝) と称される

施与，の3種であった。〈叫

公共の間神としては60の神のほかに，通常は Dehuri(sic.) と称され

る理髪師カーストまたは部族民の上層身分 (goodcaste aborigine)の

者を神職 (Sebait) とする村落女神 (GramaDevati) と，Pujariま

たは PujaPa1J4a (供養・祈f障を捧げる者)と称されるパラモンが杷る

ジヴァ=リンガとがふくまれる。 主要請巴神の施与地は藩王の管理下にあ

り， そこの土地を保有するライヤットはその保有地について国庫領のラ

イヤットと同等の「権利」を有しており， 神への役務 (Seva) として金

銭貢租と Kiran(sic.特恵価格による供出)または Bhag(刈分け)に

よる現物貢租とを納めていた。 これらは実質的には藩王の収入となった

ものであろう ofHi〉村落の群小の神事用地はそれぞれの神職の所持下にあ

り，彼らが自ら耕作するか， または年ぎめで小作に出しで金銭なり現物

なりを徴収していた。(45)
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私人の杷神への施与地は前代の授権証書 (Sanad)などで認められて

いたもので，下ケオンジャルのみにあり，勅令 ($asana)で土地を施与

されたバラモンや「ムカツレ領」の土豪名族たちのものであった。(46)そこ

の耕作の様態は資料に現われない。 ジャガンナート寺院への施与地の様

態も資料には記述されていないが， 筆者はこれを実質的には藩王の管理

下にあったものと考えたい。(47)

宗教施設への免租の施与地としては， このほか隠、遁求道の生活に入っ

た Sannyasinたちの講学礼拝の場である僧院 (Math)のための僧院扶

持料地 (Mathkhanja) と，ムスリムの聖者崇拝施設のための聖者用地

(Piratra) とがあったが，これらも内部の様態を審らかにしないJ48〉

次にノミラモンへの施与地 (Dan) があった。これはノミラモンの集団な

いし団体による村落の建設のために王から施与された村落施与 (Cakra-

dan) または勅令施与 (Sasanadan) と，バラモン個人に対する小施与

(K$udradan) との区別があった。前者は1村落全体またはそのなかの

特定区画を諸村主 (Grami1Jiα)と称される一団のバラモンたちに与える

もので，このようにして設定された村落を勅令村落と称した。施与を受

けたバラモンたちは日に3回の祈博の時に王を頚え， 年2回横榔子の実

(Gita， Guva) と聖紐 (Paita，Pavitra)とを王tこ献上する義務負った。

後者は日・月触の時や， 王の病気の平癒祈願のために行なわれる施与で

あった。〈的以上のほかにヒンドウーの‘devotees' (おそらくはチャイ

タニヤ派やヴイシュヌ派の非バラモンの行者)のための布施 (Khairat)

の土地があった00のしかしながらこれら施与地の経営の形態や，ケオン

ジャノレにおけるこの制度の歴史については，資料に記述ながい。

なお，神事用地とバラモンへの施与地とのなかには， 完全な免租では

なく，減租保有地化され TankiLakhiraj とよばれていた部分もあっ

た。(51) また藩王位継承者主第1王妃との御料地及び藩王国杷神の神事用

地の内部には，それぞれの保有者の直営地部分と従者等の減租保有地及

びライヤν今保有地の別があり， 藩王国全体の保有形態の類別が縮小さ

れたかたちで存在したのである。(52)
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以上の羅列的な説明から， ケオンジャル藩王国の土地保有形態が必ず

しも単純なものではなく， 土地に対する諸権益にかなり重合する部分の

あったことが知られるであろう。

3. 収租機構

国領地のうちのライヤット保有地からの貢租徴収のための要員群とそ

れらの配置とは，両ケオンジャルでかなり呉なっていた。一般的に両地

域を対比してみると， 上ケオンジャルでt主村落での徴収を担当する要員

群と，複数の村落からなる郷 (Dandpat，sic.)の収租責任をもっ要員群

との 2層が存在したが， 下ケオンジャルではこの 2層をもっ地域のほか

に，収租要員群が1層のみの地域も少なくなかった。減租保有地及びザ

ミーンダーノレ領では， それぞれの保有者が地域の広狭に応じて上級のあ

るいは直接の収租担当者であったであろうし， 免租保有地でも同様であ

ったで、あろう。 ことに第1壬妃と王位継承者との御料地には相応の機関

が諸村落の上に存在したことであろう。 以下本節ではライヤット保有地

に関係する収租機構を概観するが，行論の都合上， 第6回貢租裁定時ま

でを含めて扱っておきたし、。

上ケオンジャノレで、は第4回貢租裁定までは各郷に郷長 (Sardar)がお

かれていた。郷長は非世襲の職務で，書記 (Kara1J)と従卒 (Peon) の

補佐を受けて村落首領 (Padhan)から貢租を受領し，これを国庫に納入

した。郷長は国庫への貢租輸納に1地1官、のあった時は財産を没収され罷免

された。郷長の職禄は徴収額の8%で， うち5%は彼自身が取り，残り

3%を書記や従卒の給与にあてた。 職禄はいわば徴収額しだいであった

ため， 郷長による管内村民からの収奪が強化されがちであったが，かく

して集積された郷長の財産も， しばしば，貢租延滞納額を償うに足りな

かったという。(5めどのような人びとが郷長に任命されたのかは資料の限

りでは判然としないが， 彼らがライヤットの貢租延滞納から生じる危険

とその責任とを負わされていたことは確かであろう。

そのよラ君主状況のなかで郷長たちのなかには;-1 よりe安定した職禄と職

務責任の限定とを求める傾向が生じていたらしい。 1890-91年のダラニ

- 21ー



北大文学部紀要

=メーリーの時に監理官に任命されたワイリーはこのような郷長たちに

閏定した俸給を支払いうこととし， 延滞納分についての責任の範閤を貢

租不納者を藩王府に告訴する権能の行使に限定した。 このように改めら

れた郷長を区長 (Tahszldar) と改称したが， この改革は落王の収入を

増加させ，従来の郷長の危険負視をなくし， ライヤットにも一応の満足

を与えたものであり， 藩王自身もこれを踏襲して実施を拡大したといわ

れる。(H)

各村落では Padhan(>Pradhana)とよばれる首領がライヤットから
パダ戸ン

の貢租徴収を担当していた。 村落首領の職は世襲される傾向が強く，そ

の職務はライヤットへの貢租と耕地との配分を含んでいたというが的

このことは19世紀末までの土地貢租の賦課・徴収の実態が概算にもとづ

く村請け方式，いわゆるサルバラーカール (Sarbarlヨhkar)制度(55心であ

ったことを示すものであろう。村落首領は村落傭員群 (Sebakan)つま

り警吏 (Dangua，sic.)，村落司祭 (Dehuri，sic.)や鍛冶工，理髪師な

どを従がえ，職禄として被課租地 1Bati (20 Man) あたり 2Manの

土地を 1Manあたり Re.0-1-0という低率の負担で保有することを

許されており， 他の傭員たちは同じ条件でこの半額の土地を認められて

いた。 しかし村落首領の知行地が宅地・庭畑地や台地を均衡のとれた比

率で含みうるとは考えられないので， 藩王の提案で知行地を完全免租の

水田と沖積地とに限定し， これらが所要面積未満の時は， 村落の貢租か

らの相当額の控除をもって補填することになった。〈町なお村落首領に

は， 傭員群の統制を通して村落内のカースト間分業を調整する機能も期

待されていたようにみえる。

下ヶオンジャ/レの収租機構はかなり複雑であった。村落の首領には 1

村規模の Padhan， 複数村落を管掌する Makadam (sic.， > Muqad-
dam) ，商人・職人層の居住区であり水田を含まない町邑程料支払い

(Patnabandi， sic.)村落の Sarbarahkiir及び Bissoi (sic.)の4種

類があり ，Padhan:の若干を除いてはすべてが国庫に直接貢租を輸納し

ていた。職禄は徴収額の 8克であった。〈町

- 22ー



ケオンジャノレ落王国の土地制度と貢租裁定

従って，この地方の郷長は必ずしも輩下に村落首領をもっとは限らず，

時には郷長自身が村落の収租業務を担当した。 郷長輩下の村落首領は一

般のそれと区別して SikamiPadhanと称せられた008〉郷長の職務は

国庫に直接寅租を輸納しない村落首領からの徴収のほかに， 郷兵 (Pa倒

的)(向， 減租保有地保有者 (Tankidar)， 新たに開墾された村落及び既

設村落内の新たに開墾された土地(60) の保有者からの貢租をも徴収し，

別に皮革税・漁場税，林野利用税などの雑税 (BajiJama)の徴集，藩

王・王族・高官等の旅行先のライヤットたちが供出する官糧 (Rasad)

の割当てと徴発， Kiranの買付けと各村落への割当て，村落内の土地の

放棄及び開墾の調査， 管内の軽微な紛争の処理など多岐に渡るものであ

った。(61)郷長の職禄は徴収額の8%であり， これを郷長自身とその書記

(Kara1J) ，従卒 (Tandkar，sic.)， 輩下の村落首領とのあいだで分配し

た。〈聞これらの職務のうち雑税の徴収以下の項目については，資料中に

具体的な作業内容は明記されてはいないが， それらは上ケオンジャルの

改革前の郷長とその後の区長， 両ケオンジャルの村落首長にもおそらく

共通していたであろう。 なお下ヶオンジャルでも職禄を悶定の俸給制と
タフ・ノールダール

し， 貢租不納者を告訴する以外は延滞納額弁済の責任を負わない区長の

任用は，第5回貢租裁定の作業期に導入されていた。(63)

第5回貢租裁定時に藩王は下ケオンジャルの収租機構の簡素化を提案

したが， 英領政庁から派遣された担当官は急激な改革による既得権益の

侵犯から生じるであろう紛争を恐れて， 旧来の収租要員のなかから新た

な独立の村落首領職を選任して， 彼らに従前の収入を同じ方法で保障す

る措置を講じた。郷長は部族領域の 2郷に残され，残る25郷は6行政区

(Cakla)にまとめられそれぞれに区長がおかれた。(64)ここでもまた区長

がどのような人選によったかは明らかではないが， 両ケオンジャルを通

じて， 区長職の導入がライヤットの賞租支払いに対する藩王直接の統制

を強化する作用を持ったで、あろうことは， 推測して大過ないであろう。

第S回貢租裁定では土ケオンジャノレの区長と村落首領とによる収租一機

構は維持されたが，村落首領の職禄は首領知行地 (PadhaniJ agir)の
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減租特権を廃止した上で， 全村の貢租賦課額の20%とすることに改めら

れた。 また，藩都地域の行政区の区長を増員し，区長に一定限度の治安

権限 (magisterialpowers) を与えた。(6，)下ケオンジャルでは，部族

領域2郷の村落首領職を除いて， 郷長職と村落首領職とを全廃し，貢租

年額 Rs.1， 0000前後の村落群 (Circle)を担当する Kanungoという

名称の貢租記録官をおいた。 この職は固定給与を受け，貢租延滞納につ

いてはその一覧表を作って区長に報告する以上の責任はもたないものと

された。(66)

村落首領の職務の内容が第5・6回裁定時にどのように規定されたか

は，後章で詳しく述べることにするがi この段階では両ケオンジャルの

収租機構の編成が異なる方向を示していたことのみを指摘しておきた

L 、。

註

(1) 以下 KSR-I.，* 119 (pp. 41-42)， 128-148 (pp. 44-48).より摘要。
(2) Sarada (資料中では Sarad，Saradh と綴る。)は雨期明け後の 2ヶ月， ["秋J

の意で， 6~7 月播種， 11~ 1月収穫の稲をいう (OSR.-I，vol. 1， p. vi.)。し

かし別の個所では 6月に直接拡播するかまたは商代 (Talimunda)に播種し

て7-8月に移植し， 10-11月に収穫する稲を Laghu(sic，)， 12ー 1月に収穫

する稲を Garu(sic.)とよんでおり ，Sarada という種類名は挙がっていない

(KSR-I.， ~ 121 Cpp. 42-43J)。

(3) OSR.-I， p. iii には‘Gora'の解説として「非常によくある色の薄い土壌」と

ある。「陸田」・「畑」のさすものと筆者は考える。

仏) この語義は， H. H. Wilson， A Glossary 01 Judicial and Revenue Terms， 
etc.， 01 British lndia， 1855， ed. by A. C. Ganguly & N. D. Basu， Ca1cutta: 

Eastern Law House， 1940， p. 76r.による。

(5) KSR-I.， ~ 18 (p. 21.)。なお Gora及び Dahiに栽培する作物は年ごとに一定

しなかったということであり，例を挙げれば，雨期の降雨を利用して各地に 5-

6月に播種して 8-9月に収穫する Beali(sic.)という陸稲を栽培した翌年に，

その種子が得られない時は， その同じ土地に莱・稗の類や豆類を作るという

(KSR-I.， 号120 CP. 42J)0 Gora には陸稲・豆類のほかに芥子菜や油菜も作ら

れていた (KSR~I.，* 134 CP. 45J)。他の重要な食用作物に玉局黍や黍があるが
(KSR..;I.， ~ 124 でp;43])，これらも Gorã 及び Dãhï ま t::'~主、守ol1aで、栽;培さ

れたものであろう。
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2毛作のばあいには，陸稲のあとには芥子菜， 豆類 marshm巴lon(?)，玉

葱，茄子，唐芥子などが来るという。

Daluaとは月に苗代から移植して 4月に収穫する稲の名称でもある (KSR

-1.， ~ 121 [p. 42J)。

各地目の面積については，本稿 IV，1，註(1a)参照。

KSR-1.， ~ 128 (p. 44). 

KSR-1.， ~.137 ， 140， 144 (pp. 46， 47). 

本稿IV，1参照。

KSR-1.， chap. IX (pp. 48-61).には藩玉と直接生産者との中聞に介在する権益

のみが列挙されでいるが，KSR-I1.， chap. V (pp. 9-19)ではすべての権益を

並列している。特に pp.9， 10の1905年実施の藩王の明細書草 (Robkari，sic.， 

R晶-ba-kari)による保有形態一覧表は詳細かつ便利である。

KSR-1.， ~ 195-196 (pp. 61-62)， 202-:203 (PP. 64-65) によると，藩王国の土

地=貢租台帳による保有形態別の土地面積(単位 Man) 及び貢程負担額(括弧

内)は下表のとおりであった。

保有形態等 | 上ケオンジャノレ | 
:fjj' 1161，59里 山門2

1.国庫領 I101，940 (Rs. 33，761) I 110，208 (Rs.93，524) 

AA イ主ッ~ I 33，661 (Rs. 1ω0) Iω65 (Rs 孔 871)

A'藩玉直営地 162 414 

B 減租保有地 I6臼4，1ω98 (恨Rs. 1し，0川0引13わ)I 45，9幻38 (但Rs.25，2幻27η〉

C 3 /v 長劃1---;ムふ，7♂示
2 免租保有地 I5労9，652の仰5兄2

(不明分1，134 (Rs. 15，側|

このうち「務王直営地Jについては後述する。上ケオンジャルの「不明分J1'1， 

2度以上現われる数字その他によって計算しなおLても，説明がつかない。面積

の「不明分」は全体のわずか0.7%であるから誤植等によるものとして意に介さ

。ないまでも，貢租額11全体の 46.92%にあたり，無視できない。 Kiranの相当額

が計上されたと考えるにも無理がある。この点で本文の 49.26%という数字は実

際の値以下と考えられる。

KSR-1.， ~ 222 (p. 72). 

これは実際には立退き，追立ての強制ではなく，落王側からの中間介在権益の設

定であったであろう。

KSR-1.， ~ 223 (p. 73). 

ケオンジヤル藩王国の土地制度と貢租裁定

(6) 

(7) 

仙
W

川

w
ω
ω
ω

(13) 

下ケオンジャル

29，316 
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。7) KSR~I.， ~ 140， (p. 47). 

(1町 KSR叩1.， * 224 (p. 73); 

北大文学部紀要

(1司 KSR-I.， ~ 226 (p. 74).なお KSR-IL，~ 73 (p. 18).では，Nij-JoteGarpurni 

and Chirole Raiyats ' と表現し， これを藩王の直接管理 (KhaS)下におかれ

た土地の物納貢租負担ライヤットとしている。 Chirole(sic.)は「村落の所有者

または借地権者自身が自前で耕作する土地」の意の Chhir(sic.， H. H. Wi1son， 

op. cit.， p. 171 r.)と関係する語かも知れない。(なお KSR-I1.， ~ 43は Nij-

casと Chirol とを別のものとして挙げ， ~ 69は， Garpurni or Chirole'と

じている。)

。01 これは藩玉の国家杷神 (stateThakurs)のひとつであろう。
(211 KSR-I.，!} 135 (p. 45)， 140， 142 (p. 47)， 227， 228 (p. 75). これらの記述のあ

いだに多少の組僚がみうけられるが，問題とするほどのものではない。

(22) KSR-II.，!} 75， 76 (p. 19).但しこの下級ヲイヤットは，ザミーンダーノレ，減・免

租地保有者， 及び収公された旧知行地 (Jagir)等のライヤットをさす用語で，

富裕な一般ライヤットの下の刈分小作人のごときものではない。収公された土地

(Bajiyapt: Baz-yajta)の保有者 (Bajiyaρtidar)は土地法上はライヤット身

分に擬せられるので，その土地の耕作者は制度上では下級ライヤットとなる。

(23) KSR-I.， ~ 186 (p.59).なお，オリッサの藩王国のなかで内部にザミーンダーノレ

領を抱えていたのは， 1940年代初頭でわずか7国であったという (RQCS.-I，~ 

14， [p. 15J).但し Mayurbhanj (Morbhanj)藩王国はこの資料の対象でない

ので，同国の事情については確認できない。

凶 KSR-I.， ~ 187， 188 (p. 59). 

間 KSR-I.， ~ 191， 192 (p. 60). 

(おi) KSR-I.， ~ 190 (p. 60)， 194 (p. 61); KSR-II，. ~ 60 (pp. 16-17). Dhenkaで

は BiradarDakhalというザミー γダーノレの同族 (breatheren)の直営地があ

った。(なお上引個所は地種別の面積・煮租額の表であるが数字に誤りがある。〉

間 KSR-I.， S 17， (b)， (27) (P. 21). 

担8) KSR-II.，!} 42 (p. 9).の分類をみよ。

悶1) KSR-I.， ~ 152 (p. 49).は「宗教的目的のための寄附行為」としての宗教施設用
ヲーキヲーグ

地と， I免租言葉与」とを別の項目に立てる。

(30) KSR-I.， 詰153，154 (p. 49). I部分所領」が既耕地なのか林野・可耕荒蕪地など

からなる既耕地の外側にあるのかは，資料に明記されていない。

(31) KSR-I.， ~ 152 (p. 49)， 162， 163， 164 (p.引).

(32) KSR-I.， ~ 184 (p. 57) I家臣及び一族の者ーたち」という資料中の用語は，具体

的にはおそらく藩王の一定範囲の系族 (lineage)の成員を指していたと考えられ

る。

(33) これらの地種名称は KSR-Il.， ~ 43 (p. 10)， 63 (p. 15).にみられる。

- 26一



ケオγジャル務王国の土地制度と貢租裁定

倒 以上の分類は筆者が資料中の項目を組み替えたものである。資料中では，第5巨l

貫租裁定時に藩玉 DhanurjoyNarayan Bhanjが最初に提出した免租保有地の

一覧表 (Fard)がこれらの分類をせずに，受給者の職種を列挙していたらしいこ

とが知られ，また裁定担当官が減租知行地 (TankiJagir)の受給者を①藩王の

家臣と同族 (dependantsand kinsmen)，②落主国の傭人 (Stateservant)， 

③務王家の傭人 (servantsof the Raja's household)に区分しながら，②と

③とについては実際に明確に区別していないことがわかる。①を筆者は前述のよ

うに家臣恩給地に加えた。 KSR-I.， ~ 168 (p. 52)， 183 (P.57)， 185 (pp.58-59). 

(35) KSR-I.， S 170 (p. 53). 

間 KSR-I.， ~ 185 (p. 58). 

(3百a) KSR-L， ~ 168 (p. 52)， 170 (p. 53). 

間 繁雑にわたるが，第5回貢租裁定時の職名と受給者数とを列挙しておく。上ケオ

ンジャノレの免租知行地保有 (holdings)め名称と件数は，船頭 (Nauria， sicふ
キみ

花輪作り (Malakar)，祈祷師(?Amant， sic.，‘Puja perfomer' > A押wntra'
yita ?)，旗手 (Bairakhid，sic.)，水運び (PaniBahaう，Dasahara節の射手

(Di gbindha)，各 l名，鼓手 (Badyakar)23名であり，同地の減租知行地受給者

は，砲手 (Golandaj)，旗手 (Ni'saniya)， 穀倉の番人 (Ko{hijaga)，食肉提供

のための屠殺係の助手 (DangiaDhara， sic. I肩に掛ける龍の運び役J?)，Da-
タークル

sahara節の射手，神に供える土製の蜜 (Ghata)の運び役 (Ghatωal)，その査

を水に浸す役 (Buda，sicふ金属製の壷 (Garia)の運び役 (Ganbharl)， 藩王

司祭 (Purohit)，各 i名，料理人 (Suar)， 食肉提供のための屠殺係 (Bahuka，

sicみ各2名，花輪作り 3名，鼓手，水運び (Apat，sicふ傘持ち (Tarasia，sic.)， 

各4名，篤飽かき (Sasmal， sic.) 24名である。下ケオンジャノレの免租知行地保

有者 (holders)数とその藩王師侍 (RajGuru)，藩王の名代として諸神に参詣す

る者 (Da付ani)， 各 l名， 食肉提供のための屠殺係2名，医薬師 (Baidya)，

きんまの葉の供給者 (BediaKhanja， sic.)，各8名，水運び (Apat，sic.) 23名，
f1--!J!レ

同地の減租知行地受給者は落王師傍，藩王家郎博 (BallabGuru， sic.)，神の花

を落王に捧げる者 (Charanadak，sic. Cara移adok?)，各 l名，料理人5名，医

薬師6名，旗手7名，花輪作り20名。以上のうち同種異名の職があるがその相違

などは不分明である。 KSR-I.， ~ 170 (p.53)， 185 (pp. 58-59). 

(3曲詳じくは KSR-I.， ~ 171-180 (pp. 53-56)， App. XIII， XIV (pp. 108ー109).な

おこのうちには上ケオンジャルの鼓手23名が含まれており， また別の 13名が

Kaliahettaのザミーンダーノレから土地を支給されていた。

(3目 KSR-I.， ~ 169， 170 (pp， 52-53). 上ケオンジャノレのチャウキーダーノレの数は 5

169 と~ 170とで4名異なるが，後者を採る。チヤウキーダーノレはライヤットの

なかから任命されたので， ヲイヤット保有地が免租知行地に編入されることにな

ったが，職の解雇が土地喪失につながるこの措置を嫌う者に対Lては， 知行地と
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して可耕荒蕪地が支給された。

(40) ;:の織は傾向とじて世襲であったという。 KSR~l.， 8208 (p~-67)> 

(40a) KSR-I" 8 185 (pt.58'-59). 

14]) KSR-II.， 8 55 (p. 13). 

(42) KSR-I.， S 209 (pp. 67-68). 

(42a) KSR-I.， S 195 (p. 61). 

(42b) KSR-I.， S 210 (p. 68). 

(42C) KSR-I.， Ibid.第6回裁定時にこれらは再び免租地とされた。 KSR-II.，Ibid. 

間，) KSR-I.， S 165-167 (pp. 51-52). 

(43a) KSR-I.， S 1ヲ5(p. 61)の表の‘Remarks'繍参照。

(4品 KSR-I.;s 155 (P. 50); KSR-II.， S44 (p. 11).後掲書では③にジヤガンナー
ト寺院以外のものも含まれるように述べている。

(44a) 国家泥神の神事用地が，実質的に，落玉直営地に等しかったことについては，

ROCS.-I， S 16 (pp. 17-18); -III， Keonjhar， S 6 (p. 136)参照。

14日 KSR-I.， s 156 (p. 50)， 232， 233 (pp. 75-76). なお村落の神社の神職の呼称と
して Ma'γifatdarという語も用いられていた。

(46) KSR-I.， S 157， 159 (p. 50); KSR-II.， S 44 (p. 11). 

(47) その根拠は第5聞から第6回の貢程裁定にかけてこの地種の面積が倍増している

ことである。 KSR-I.，s 159 (p. 50); KSR-II，. s 45 (p. 11).参照o
(48) KSR-I.， S 152 (p. 49); KSR-II.， 45 (d) (p. 11).後掲書はムスリムの聖者用

地に言及しない。

側 KSR-I.，s 160 (p. 51); KSR-II.， s 45 (b) (p. 11). 
(50) KSR-I.， s 152 (p. 152). 
151l KSR-I.， s 182 (p. 57). 
(52) KSR-I.， 8 195， 196 (pp. 61-62)， 203 (p. 65)， App IX， X (p. 106).の対照に

より確認、できる。

(53) KSR-I.， s 205， 206 (p. 66). 
叫 KSR-I.，.s 206 (p. 66). 
田町 KSR-I.， s. 208 (p. 67).村落首領の任命は村民主の談合の上で行うのが!日慣で
あり，投票が記録されるという。 しかし通常は長子相続によった。 ROCS.-III，

Keonjhar， S 23 .(p. 140). 

(55a) 王が，土地丈量を行わずに， 貢租を村落ごとに一括賦課して，その個々の農民

への配分は村落首領に任せる方式をいう。サノレパラーカーノレは村落首領の名称で

あるが，他の名称をとる地域も多い。

15日 KSR-I.，s 209 (pp. 67-68). 
(57) KSR-I.， s 210 (p. 68)， 212 (p.70).なお彼らの人員数は Padhan21名.Muka-
dam 49名.Sarbarahkarと Bissoi各 l名であった。なお職禄の率は前2者に
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ついての数字であるが，後者もたぶん同率であったであろう。

側、 KSR-I.， S 210 (P. 68¥. 
(5目 下ケオ γ ジャノレの郷兵• (Paik)は一般郷兵と良家 (BhalaLog)出身の上級兵士

(Mojkuri P. > Madkuri P.)とに分けられていた (KSR-I，S 174 (p. 54J.が，
郷長は後者からは直接に，前者からは彼らの村落の首領 (Dalayi，sic.)を通して

貢租を徴収したほか，少数部族民からなる Pa1liPaik (sic.旅行者の荷役に当る
ごうりき

剛力で戦闘要員ではない。 Ibid.)の首領 (Naiめからの徴収をも担当した。

師団 資料中の表現では「借地人たちによって，彼らが自分たちの村落雷領にそのため

の地代を支払っていた自身の土地を超過Lて，耕されていたこ主がわかった土

一 地」。従って'.fまあいによっては， 同一村落内に首領と郷主とがそれぞれに収租

業務を行なう土地が併存したことになる。

的1) KSR-I.， !! 212 (pp. 69-70); 

倒 Ibid.

(63) KSR-I.， S 212 (p. 68). 212 (p.69).その数は郷長24名に対し区長 3名であった。

制) KSR-I.，!! 213-217 (pp. 70-71). 

165) KSR-II.， S 118， 119， 124 (pp. 27-28). 

1661 KSR-II.，!! 122-123 (p. 28). 

皿 第5回貢租栽定の内容

1. 土地貢租率の決定

ケオンジャノレ藩王国における第5回貢租裁定の前提条件として見落し

えないのは， それがダラニー=メーリーののちのインド政庁の介入と指

導の下に，藩王権力の強化策として行なわれたことであろう。 それは一

方では，後述するように， 住民の諸負担の相対的軽減をも図りながら，

他方では藩王の住民統制機構を強化するとともに， 藩王の財政収入を拡

大させる政策として実現された。 この住民の諸負担の緩和と藩王収入の

増加という一見背馳するかにみえる政策がとられえた少くともひとつの

条件とじては， 藩王国における人口増加とそれに伴なう耕地の拡大があ

ったように思われる。すなわち，人口は1872年国勢調査における181，871 

人から1891年の248，101人へと， 36%以上の伸長を示していたが，∞耕

地面積は第4回貢租裁定から第5回の聞に， 上・下ケオンジャルの諸地

種を合計して 54，840ヘクタールから89，467ヘクタールへ63%の拡大を

示していた。∞

n
d
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第5回貢租裁定の国庫領のライヤット保有地に関する基本原則は， ① 

Kiranの廃止と賦役 (Bethi)の種類の限定， ②上ケオンジャルの焼畑

Wahi)以外の全地目への土地貢租賦課，③新たな土壌分類規準の設定，

④ライヤッ卜の権益・義務の文書による確定， の諸項目に集約できる。

①・④については後章で述べることとし ここでは②・③のみを扱う。

に土地貢租を賦課される地目は， 前述したように上ケオンジャルで、は水

田 Uala， Sarada)に限られていたが，下ケオンジャルではすべての地

目がその対象となっていた。上ケオンジャノレでは台地 (Gora)及び沖積

地 (Pala) を控除地 (M初ha) として土地台帳 (Bhi初)に計上しτい

た。ω 第5回裁定では， これらの地目が廉価供出や賦役の代償として免

租されていたという認識から，それらの負担の廃止や制限とひきかえに，

焼畑を除く全地目を課租地としたのであるf)

次に土壌分類規準について述べる。 まず上ケオンジャルで‘は，平地帯

の広狭によって郷 (Dandpat)を3等級に分け， さらに各級郷内の村落

をそれぞれの自然条件の優劣に応じて 3等級に分け， 村落ごとに土地貢
γ ヤラ

租率を定める方法が採られていた。土地貢租率には全体では水田 1Man

あたり Rs.0-12から Rs. 0-4にわたる11等級の区別があったが， 村

落内部の耕地の等級による貢租率の細分までは行なわれていなかった。∞

その点につき， rこの制度は，村民がすべての村落の土地をさまざまな
構成員のあいだで， ほとんど均等な比率で分割して持たせるのを常とし

でし、た，旧来の村落共同体 (villagecommunity)の子孫たちだけで完

全に成り立っていた旧時代には， よいものであった。 しかし後の時代に

は， その数が多くの村落で旧来の居住者の数を越した新たな定住者たち

が，原始的制度の難点に気づき， 最優等地を耕作する開基者家族の子孫

とは異なって，最劣等地を保有しているのに， より幸運な同輩たちと同

率の地代を支払っていたことを知った。 このことは，当然ながら借地人

たちのあいだに不満を生み出し，当面の裁定作業 (settlementopera-

tions)が始まった時，旧制度を維持ずるのは不公平であり異常でもある

ことが知られた」く6) とL、う観察が記録されている。
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ここで述べられている往左の「村落共同体」の土地の実質的平等原理

による配分(叫については，当面検証不可能であるが，上ケオジジャル諸

村落の村民のあいだに， 定着して以後の世代数の長さとそれに対応する

保有地の地味の優劣とをめぐる利害の対立があったことと， それを調整

することが貢租裁定担当官の政策課題であったこととが看取される。

裁定担当官はその調整のために諸村落の首領を玉城に招集し，日藩王の

同意のもとに， 従来の郷・村落それぞれ3等級の区分の段カ寸こ各村落肉

の水田をさらに3等級に区分してそれぞれの貢租率を定めること色じ，一

住民の多くが貧しい部族民 (aborigines)である丘陵地域についでは，

さらに低率の貢租を課するこ主にした。 これによづて，貢租率だけでみ

ると 1Manあたり Rs.O-ll から Rs.0-3 に至る 9等級が区別され

た。(7) これは最優等地をとっても従前より Rs.0-2の軽減措置となった

が，全体としては地味の優劣と負担の軽重とに， 厳密さの程度はともあ

れ，ある種の相関性をもたせることをめざしたといえる。

しかしながら以上の軽減措置と同時に， 焼畑を除く従来の免租地が新

たな賦課の対象として追加された。個々の地目の貢租率を列挙すること

は避けるが， このばあいにも，陸田と沖積地とについてはそれらの位置

や地味を考慮した土壌と貢租率との等級区分が導入されたし， 庭畑地に

ついては概ねはー率の貢租率を採用しながらも， 玉城周辺は特に高率に

し壬陵・森林地域を低率にする配慮が払われた。仰

下ケオンジャルで、は従前は水田と沖積地とをひとつにしで，1Manあ

たり Rs.2-1-5%から Re.0-4までの38等級の貢租率が用いられてい

たが， まず2地目を分離し，位置，肥沃度，濯瓶などの条件を勘案して

村落とそのなかの土地とを等級区分して，水田については Rs:2~1"4 か

ら Rs.0-4-2まで、の16等級の貢租率を，沖積地については最優等地 Re.

1-15すから Re.0-4-2 まで合計26等級の貢租率を， それぞれ導入し

た。∞ここでは焼畑をふくむ他の地目も既に責租賦課の対象となってい

たが，Dalua以外では，やはり地域差を配慮した貢租率の等級区分が採

用された。甘薦作付地や Betel(きんま)作付地， 果樹園は別途の貢租
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率を適用された。(10)

新たな土地貢租率の決定は総体として藩王の収入を増加させた。上ヶ

オンジャノレでは， ザミーンダール領からの貢納を除く国庫領収入が第4

回貢租裁定時の土地台帳によって Rs.33， 536， 1897年までの耕地増等に

よる増収を加えて Rs.41， 420であったが， 第5回裁定によって Rs.

97，836に増大した。このうち Rs.15，556は庭畑地，陸田，沖積地への

賦課によるものであった。対前回比192%増のうちの46%部分，対 1897

年比136%増のラちの38%'部分が， 賦課対象地目の増加に負うているこ

とになる。(11) また水田に対する土壌等級別の土地貢租率の導入が，個別

的には貢租負担の減少をもたらしたばあいのあったととを疑いえないに

しても，全体としては，1Manあたりの平均負担額が前回裁定時の Rs.

0-7-11から Re.0-8-4にわずか0.5%ながら増大させたこと (1のを見

落してはならないであろう。

一方下ケオンジャルでは， 庭畑地や甘薦作付地の貢租率の改定によっ

て Bs.4，622の増収があり， これはこの地域におけるザミーンダールの

貢納を除く増収分の 5%に当るが (13) ライヤット保有地 1Manあたり

の平均負担額は Re.1-1-6で変動を示していない。〈川

因みにライヤット保有地保有者 (holders)の人口を地目に関わりなく

挙げておくと，上ケオンジャルでは23，329人であり(15)下ケオンジャム

では保有物件 (holidings)の数が28，399件， 玉城直隷ライヤットのそれ

カ'231f牛であった。(16)

2. 減・免租保有地とザミーンダール領の取扱い

次にライヤ、ット保有地以外の国庫領諸地種について述べておこう。まず

減租保有地として扱われていた神事用地，バラモン施与地，家臣思給地の

いわゆる TankiLakhiraj部分については，ライヤット保有地の土地貢

租率の50%を下回らない率，またはそれから既得利益 (SabikMunaPha 

> Sabiq Munafa‘)つまりライヤット保有地の旧貢租率と特恵的貢租
(Tanki)との差額を控除した率で、賦課された。この部分は藩王国全土で

面積としては6%，貢租収入では24%の増大を示し， 上ケオンジャルで
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保有者数132，下ケオンジャルで保有物件数1，655と記録されている。(17)

職務知行地のうち藩王の家臣や一族の衣食地等として支給されていた

ものは， 下ケオンジャノレのごく一部分を除いて収公され，旧来の受給者

には金銭給与が支払われることになった。(18)下級官吏，藩王家諸傭員，

郷兵，警吏，村落諸要員の職務知行地については， 行論の都合上他処で

述べたが， 免租扱いとしたものもあれば，減租扱いとしたものもあり，

収公したものもあれば， 逆に従来の減租地を免租に戻したものもあっ

た。全体としては収公された部分の方がはるかに大きく， 知行地と称さ

れる地種は免租・減租をあわせて第 4回貢租裁定時に両ケオンジャルで

合計 100，499Manあったものが，第5回では免租地扱いが合計 25，759

Man，減租地扱いが合計 5，876Manであり(19)残余は悉くライヤット

保有地に転化されたものと思われる。(20)付言すれば，郷兵の職を解任さ

れてライヤットとなった者を Biijyiithtidiir(Biiz-yiifti-diir.収公地

保有者)というが， 彼らの既得の利益にはかなりの配慮が払われたし，

彼らも貢租負担の増額とひきかえに兵役を免除され， 農事や家業に専念

できることを内心では歓迎していたという。(21)

村落首領を含む村落諸傭員の減租保有地については， 行論の都合上他

処で言及ずみであるので， ここでは繰返さない。

免租保有地とされる藩王位継承者と第1王妃との御料地， 神事用地，

バラモン施与地その他小規模の施与地や恩給地については， 上ヶオンジ

ャルでごく一部を収公したほかは，そのままに存置された。(2めこの部分

の耕地面積は両ケオンジャルをあわせて， 第4回裁定時の 41，410 Man 

から第5回の 58，474Manへと41%の増加を示している (23)から，これ

らの保有者たちの収入も総体としてこれに応じて著増したで、あろう。免

租保有地の収公や減租保有地の満率収租地化による貢租の増収の規模は，

上ケオンジャルの第5回裁定による藩王貢租収入の対1897年比 136%の

増収中の40%分をそれが占め(24)下ケオンジャルで、も34.5%中の!11.4%に

当る士C2，):ことから察知される。藩王とその最近親者及び特権的ノミヲモンそ

の他少数者の既得権益を温存し拡大させる政策定、向は明確である。 この
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ことは， 下ケオンジャルに留保された減租知行地のうち広大な林野を含

む14，830Manの受給者2名がかつての藩王国の大臣の嗣子たちであり，

そρ1人がこの地域の郡司政官であヮた(2むことをみれば， さらに納得

されるであろう。

Kaliahetta及び Dhenkaの両ザミーンダール領はそれぞれ貢納額を

64%，48%増額の上で存続された。(27) ここにも藩王の 収入の増加と，

それがもたらすであろう藩王のザミーンダーノレに対する支配の強化と，

その限界内での既存体制の温存とL、う政策志向が読みとれる。

3. 土地保有者の権益・義務の確定

ケオンジャル王国の第5回貢租裁定担当官であった A.C.ダースは，

それ以前の土地保有をめぐる権益・義務関係の状況を， 以下のように概

括している。

-……先回の「叛乱」の時にひろくみられた不満の主な要因は， 藩王国

の貢租要求に関するもの悉くが， 限度の不確かで恋意的なものだとい

うことであった。「賦役」という労働の乱用にわたる要求，不当な廉価

による生活用品の取得 (Kiran)，I地代」 と正当によびうるもの以上

の，そしてそれ以外の諸課徴が， 国庫をみたし国事を掌ると思われて
ア γダリング

いるありとあらゆる脊吏たちの強慾を飽かすために， 取立てられると

信じられており， ために借地人たちは，実際に， 自己の権利と負担義

務についての非常に貧弱な観念しか持合わせていなかった。 …ーそれ

ゆえその〔叛乱の〕日々につぐ反動期， つまり借地人から取れる限り

は一銭残さず絞り取る努力が国務に寄せる熱意であると考えられた時

に，借地人たちが，ある種の古来の伝統的な藩王国の貢租要求， 例え

ば賦役， 荷役などからの全面的解放をめざしたのは， 不思議ではな

い。それゆえ格段に重要なのは， インド政庁が決定したように， これ

らの錯結した問題すべてを最終的に解決し， 借地人たちの適切な権利

!草木住ecord-of-rights) と彼らから要求しうる役務とが， 明確に定

められることである。(~8)
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この文章は 19世紀末においてケオンジャル王国の農民たちのあいだ

に藩王の土地貢租及び賦役の収奪に対するかなり激しいの抵抗があり，

それに対して「借地人たち」の権益・義務の明確化をもって譲歩しなが

ら，藩王の権益と支配とを再編保障することが， インド政庁の政策意図

であったことを物語っている O

裁定担当官は， 藩王の意向を徴し， 在地の伝統的支配者層 (thena-

tural leaders of the people)との協議を経て，個々のライヤット，村

落首領 (Padhan)，減租保有地保有者 (Tankidar)，郷兵 (Paik)及び

村落諸傭員 (Sebakan)からなる役人 (Cakaran)， ザミーンダール及

び下級借地人 (sub-tenants)に，権益・義務内容を明記した地券 (Pa・

tta)を発給し，各人からその記載についての承諾書 (Kabuliyaめを提

出させた。以下それらの承諾書の内容を検討しておこう。

(1) ライヤット

第5回裁定時にライヤットとして地券を交付された者の総数は， 町邑

租料負担者たる商人・!織人たちを除いて， 60，100人で、あった。 その内訳

は国庫領の一般ライヤット51，668名のほか， 藩王直営地の玉城直隷ライ

ヤット 231名， 藩壬嗣子と第1王妃との御料地のライヤットがそれぞれ

1， 004名と 821名， 藩王国首E神の神事用地のライヤヅトが6，316名であ

った。(29)ザミーンダーノレ領，減租保有地，郷兵等の職務知行地のライヤ

ットはこれには含まれなかった。 これは彼らが制度上は下級ライヤット

(Sikami R aiyat) とされたためであろう。以下地券を与えられたライ

ヤットからの承諾書によって，その土地保有条件をみることにしよう。

ライヤット総数の 86%近くを占める国庫領一般ライヤットの承諾書

は，全部で17条から成るものであった。〈叫その17条の内容は，土地貢租

の納入，賦役，荒蕪地の開墾，保有地の処分，林野の利用， 忠順義務な

どにわたっていた。

土地貢租の納入に関する承諾書の要旨は下記のようなものであった。

ライヤットは各自の地券に明記された一定面積の土地を自らまたは他人

によって耕作し， 同じく地券に明記された一定年額の「地代」をアムリ
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暦1305-19年の15年間にわたり，Magh (1-2月)， BaiSakh (4-

5月)， Bhadra (8 -9月)各月の28日までにそれぞれ16分の10; 4， 
パダー γ

2の割合で，村落首領等の収納担当者に支払い，必ず受領証を受け取る。

「地代」は耕作地と休耕地の別なく支払うものとし，延滞納には月 1%の

利子(308.)と督促料とが徴収され， これらの支払いの責任は嗣子に及ぶ。

水害や皐害による作物の減収に対しては， 藩王またはその代官が被害状

況を調査した上で許可する減免を受ける。保有地の放棄は年の農事暦の

始まる Caitra月 (3-4月)の前に藩王または代官に申告するものと

し，申告しなければその 1年分の「地代」を支払う。 また保有地の全部

または一部分の譲渡は藩王の許可を要件とする。 なお保有地中の陸回が

耕作に不適となったばあいには， 村落首領より等面積の簸地 (scrub-

jungle)を支給される。保有地以外の可耕荒蕪地をライヤットが開墾す
パダ戸 γ

るばあいには， その土地が村落首領の所管としてその承諾書中に含まれ

ていれば村落首領から地券を受けてその「地代」を支払い， それ以外の

荒蕪地及び簸地については藩王の許可を得て開墾し別途に「地代」を支

払う。 また林野及びその産物に関する藩王国の法規を順守すべき旨も規

定された。

賦役関係の承諾書の文言は具体的かつ詳細である。項目別に列挙して

みよう。

① 藩王家の婚礼，葬儀，聖紐侃受式の際には， ライヤットは同郷同村

のライヤットたちとともに必要とされる葉懸けの小屋(1eaf-huts)(町

を建て，薪と葉皿とを提供し， 1日Re.0-0-5、の食費 (Khoraki)を

支給される。婚礼行列が自分の郷内で宿泊する時は，市場価格 (mar.

ket rates)で官糧 (Rasad)を，無償で薪と葉皿を供出し，宿泊用の

葉懸けの小屋を建てる。

② 藩王，王族，監理官，同補佐官，郡司政官，藩王の使臣 (Vakil)， 

他藩王国の使臣が旅行で通過する際には， 他のライヤットたあととも

に荷役を自:ら勤めるかyーまたはそのための労働力を提供する。とれに

は食費が支給される。 また無償で葉懸けの小屋を建て，薪，藁，葉血
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を供出し，市場価格で官糧を納入する。

③ 婚礼の際に藩王または前述の諸役人が藩王国外に旅行する時は， 帰

還まで食費を受けて荷役を勤める。就役21日以上に及ぶばあいは日当

Re. 0-2を受ける。そのほか郷内の城砦の簡易建造物 (thekacca 

houses) (32) の材料を毎年(無償で?) 供出し， 食費を受けてそれら

の屋根葺きを勤める。

④ 英領政庁の官吏の当国通過の際には，前記のように荷役，官糧供出，

その他の用務を勤める。

⑤ 村落杷神用の木材は， 郷または村落の必要とするものを他のライヤ

ットたちとともに供出し， そのような作業に従事するあいだは食費を

支給される。上質種でないサラノキ (Sala: Shorea Robustα. Gae-

trn. f.) (33) 及びキワタ(?Simili， sic.， Bombax Malabaricum， D. 

c.) (34) の木材は，搬送距離10マイル以内であれば無償で供出する。(3"，)

古来の山車祭で山車を牽くのにふさわしいカーストに属するライヤッ

トは，無償でそれを行なう。

なお賦役に準じるものとしての生産物を廉価で供出する Kiranの慣行

が廃止されて， ライヤットによる生産物の自由な販売が認められる旨が

承諾書に明記された。 また Dasahara節に藩王に臣従の印としてカボ

チャを贈る献上 (Bheti)の風習が義務づけられた。

以上のほか一般的な忠順義務として，叛乱 (Meli)を起したりそれに

加担したりせず， 常に藩王に忠誠を励みすべての王命を順守すべきこと

とと， 現藩王の書状による許可なくしては武器を所持しないこととが誼

われた。 承諾書の末尾は，以上の諸条件を些かも侵犯せず，不履行の際

には処罰及び保有地からの強制退去に服する旨が明記された。

藩王位継承者及び第1王妃の御料地の一般ライヤットの承諾書は， 諸

賦役の給付の対象をそれぞれの領主とし， かつ領主の必要とする糧食を

市場価格で供出するという規定のほかは， 国庫領のそれと同じであっ

た。(36)
" .. 

神事用地については， 重要な藩王国間神とジャガンナート寺院及び僧
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院扶持料地のライヤットに地券が与えられ，承諾書を提出させた。 神事

用地ライヤットの貢租負担の方法は従来一様ではなかったが， 刈分け

(Bhag) による生産物貫租を廃止してすべてを貨幣納とした上で，その

金額の253首相当部分を市場価格より 25%廉価に見積った穀物をもって納

入することとした。 また彼らの宅地は免租扱いとされた。その他の点で

は彼らの土地保有条件は国庫領、の一般ライヤットと閉じであった。(37) な

お群小の私人の杷神や村落杷神の神事地は， その保有者に相当する司祭

者が一般に年ぎめで小作に出しており， ライヤットの権益，義務を特に

定めなかった。(38)

ごく少数の王城直隷ライヤットの承諾書は， 土地貢租を生産物の37.5

%のメIj分けによって現物で給付すべき旨を定め， 賦役及び献上の義務，

荒蕪地の開墾，保有地の譲渡についての規定を含まないことを除いては，

国庫領一般ライヤットのそれと大差なかった。(38)

商人・職人層からなる町巴租料負担ライヤットに対しては， 貢租額を

引上げたが， 藩王への糧食供出と運送用の役牛の提供とを免除し，賦役

としては祭礼時における杷神の傘と旗の捧持を課し， 英領政庁官吏の旅

行への援助が義務づけられた。(38")

以上のようにライヤットの負担すべき土地貢租や賦役等の範囲は一応

は確定され， その範囲内で，貢租受領証の交付や作物の自由服売，賦役

時の食費支給の承認を通して， 彼らの権益も保全されたかにみえる。し

かしながらここには， 藩王や代官側の恋意的収奪に対する保障措置は一

言半句も規定されていないし， そのための制度的保障も実際はにまった

く欠けていた。貢租受領証の交付ですらライヤット側のそれをもらう義

務とされているのであり， 市場価格による供出義務についても市場価格

の判定の方法を別に定めてはいなかった。 ライヤットは土地の処分権を

制限され，不時の必要に迫られて休耕地を設けることさえも制約された。

賦役も種類こそ特定されたとはいえ， 就役日数の制限はなかった。武探

の保持の制限ほ野獣の作物に及ぼす被害への有効な対処を妨げることに

つながったであろう。〈川
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その上にライヤットは地券と承諾書に記載されていない雑多な課徴を

負担させられた。 そのひとつは藩王家の冠婚葬祭に際して金銭をもって

徴収される上納金 (Magan) であり， 藩王はこの金額を一定して地券

に明記しようとさえ望んだが， 英領政庁から派遣された貢租裁定担当官

たちは， これを書面で義務づける必要のない自発的寄付でありオリッサ

に普遍的な慣行であるとして， 承諾書ーに記入することなく容認した。(41)

賦役としては前掲の 4項目のほかにも， 後述のように，道路の建設と修

理，藩王の狩猟の勢子，山火事の消火が行-なわれていたようであり， 藩

王の象狩り (Kheda)の時の象の飼料の供出も強要された。(42)そのほか

雑草且 (BajiJ ama: Ba'4i J am‘)と称される諸課徴が， ライヤットの居

住地域や境遇や時折の行為によっては， 直接間接の負担となることがあ

ったであろう。(4めその他，ブーイヤー族とジュアング族の部族居住区域

以外では，木材用の樹木12種の伐採に免許を要し， 果樹の伐採が禁止さ

れるに至ったこと，林野の自然産物であるラック，山繭， Panasi草(?)

や獣角の採取がなんらかのかたちで課税の対象となり， ことに下ケオン

ジャノレで、は建材・農具・薪炭用に林野の木を利用することに対して家屋

税が徴され，林野利用付加税 (ForestCess) が課されるに至った(4の

ことも，ライヤットの負担を増すものであった。

このようにして， 第5回貢租裁定は藩玉の貢租収入をその賦役ととも

に確保安定させ， ライヤットに対する藩王の支配を増強することが主眼

となった。承諾書に明記されたライヤットの藩王に対する一般的忠順義

務こそがその要諦であった。

(2) 村落首領
ダーン

村落首領の第5回裁定時における総数は， ザミーンダーノレ領を除いて

2，112名であり， 内1，891名が国庫領に属した。(45)彼らは各自の担当す

る村落について職務の承諾書を提出した。 国庫領のライヤット保有地か

らなる村落の首領の承諾書く46) は23項目の条文のもので， それらは内容

上ライヤットの承諾書の条項と関連する部分が多く，.:貢租の収納主管

理，村落の土地の管理， 藩王等への役務給付と祭礼のための諸調達，治
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安維持，その他の諸項目に大別できるであろう。

貢租関係では， 承諾書に添付された明細に従って「借地人たち」から

「地代」を徴収し納期ごとに所在の国庫に納入すること， 森林・林産・

漁業に対する「諸税及び用益料」を徴収して納入すること， 貢租諸台帳

を記録することが村落首領の職務であった。 そして村落首領のみが貢租

徴収を担当しうること， 穀物や動物 (beasts)による代納をさせないこ

と，所定の貢租以外の額外課徴 (Abwab)は取立てないことが明記され

た。 ライヤットの延滞納には月 1%の利子と手数料とを課して，督促状

(certificate procedure)によって完納させ， 皐舷や洪水の際には藩王

または担当官から， しかるべき調査ののちに貢租の減免を受け，減免さ

れない部分のみを徴収するものとされた。

村落の土地の管理では，村落首領はまず藩王政府 (RajSarkar)の許

可なしに「借地人」を保有地のすべてまたは一部分から立退かせてそれ

を他者に貸与することを禁じられ， 放棄された土地は郷長または区長に

これを通報し， 藩王政府の記録の訂正を求めた上で、貸与することが許さ

れた。荒蕪地については， 承諾書に記載された所管の可耕荒蕪地につい

てのみ， 村落首領は一般的貢租率により地券と承諾書との授受の上で，

これを貸与できたが， それ以外の荒蕪地は藩王政府が直接に管掌するも

のとされた。これはライヤットの承諾書の記載事項に対応している。

また村落首領は村落の現存の土地利用を恋意的に変更することを禁じ
ジヤングル

られた。すなわち， 荒蕪地， 森林， 牧草地， 水路，道路等の原状変更

(reclaim)は，自らも他者によっても行なうことができず，貯水池(tank)

の開掘や果樹園の植栽についても同様であった。 これらは藩王政府の命

令や許可を要することとされた。 ライヤットが藩王政府の許可を受けて

設けた堰堤 (Bandh)・貯水池・果樹園に村落首領は干渉しではならず，

所定の漁業税や果樹園税を徴収し， 魚や果実はは村落首領ひとりが亨受

することなく村民とわかちあい， 皐魁時にはライヤットに堰堤や貯水池

からの取水を詐すものとされた。

土地諸貢租の徴収以外の村落首領の職務としては， 藩壬家の婚礼・葬

- 40ー



ケオンジャル務王国の土地制度と貢租裁定

儀・聖紐侃受の諸儀式や日常消費用の穀物を， 市場価格でライヤットか

ら買い入れて供給し， その運送用の荷車・役牛・労務者をもしかるべき

賃借料や日当 Re.0-2-0を払って用立て，諸儀式の際は他の村落首領た

ちとともに主城 (Nijgarh) で葉懸け小屋を設け， 薪と葉皿とを用意す

る。この時に労務者は1日につき Re.0-1-3の食事料を受ける。結婚行

列が当該の郡を通る時は，同じく他の村落首領たちとともに， 市場価格

で、官糧(Rasad)を提供し， ライヤザトたちに無償で燃料・葉皿・藁を提

供させ葉懸けの小屋を作らせる。 Dasahara祭の時は王城に伺候して藩

王『こしかるべき金額の現金による献上 (Bhefi)を出G，伏身礼を行ない，

ライヤットからの献上として読菜類を届ける。

藩王・王族・監理官・同補佐官・郡司政官・藩王または他藩王国の使

臣の旅行の際にも， 村落首領は婚礼行列の時と同じ条件で前掲の諸役務

と荷役とを調達し， また上述のうちの使回以外の人びとの遠隔地への旅

行には， 21日間に限り食事料っきでライヤットを荷役に出す。 21日を超

える分については日当 Re.0-2-0をとらぜる。英領政庁官吏の当藩王国

内の旅行についても荷役・葉懸け小屋造築・官糧供出に任じる O また毎

年郡内の藩王の城紫の略式家屋の屋根葺きを，材料を供出し， ライヤッ

トに労賃を支払って行なわせる。

以上の諸役務の費用は藩王政府の負担するもので， 村落首領は物資と

労働力との篠保に当たることとされた。 しかし前述のように廉価供出

(Kiran)の義務は免除され，農産物等の販売は自由に行ないうることが

承諾書に特記された。

村落首領はこのほか当該村落の祖神の山車に用いる木材のうち， 当該

郡または村落に求められたものを，運搬に当るライヤットに日当 Re.O-

0-5の食事料をとらせて提供L， 上質でないサラノキとキワタとの木材

は， 10マイル以内ならばライヤットに無料で搬送させる。 山車はしかる

べきカーストの者に家長 (householder) の承諾を得て無報酬で引かせ

る。そのほか玉城の Baldebjeoと SidhaJaganath及び Gonasikaの
タ戸クノレ

Dadhibahanと Brahmeswarの2神のために， 1戸あたり上ケオンジ
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ャルでは Re.0-0-5，下ケオンジャノレで、は Re.0-1-3の Paikia(sic. 

山車牽き料?)を徴収し， 徴収費としてそのなかから 3.125%をとって

残りを区長または郷長に渡す。(4;) これらが村落首領の祭礼関係の役務で

あった。

治安維持に関しては， 土地利用の原状変更をした者についての藩王政
クヤγグル

府への通報，森林関係法規の順守， 森林・樹木・藩王の猟場 (Sikar

Jaゐgal)・村落の境界標識の看守， ライヤットによる土地の無断譲渡の

防止，麻薬類の栽培と販売及び酒類の醸造と販売の防止， 犯罪者につい

ての通報とその逮捕のための警察への協力， 叛乱にはライヤットともど

も加担せずその予兆があれば通報すること， ライヤットの武器の無断所

持の防止と違反者についての通報にわたる諸事項が， 村落首領の職務と

して規定されていた。

その他の事項ではまず村落首領職の報酬に関する規定がある。 村落首

領職の報酬は藩王政府の土地・貢租台帳 (Bhial!) 所載の免租知行地

(rent-free J agzr)に限定されるが，前述した彼の承諾書に所管区域と

して含まれる可耕荒蕪地の開発の際には， 所定率による務王政府への貢

租を支払った後に生じる剰余は， 村落首領の収入とすることが認めら

れた。また村落首領は村落の警吏 (Dangua)，司祭 (Dehuri)，Gaur 

(sic. ? )などの傭員 (Sebak) 群を藩主府の命令によらずに罷免しては

ならず，彼らが働けなくなったり退職したりしたばあいには， 彼らの嗣

子その他の候補者を郷長または区長のもとに出頭させて， 藩王政府から

の任命を受けさせるものとされた。村落首領自身の退職は年末に貢租完

納の上でその受領証を添えて藩王政府に願出るものとされ， 貢租の延滞

納やその他の非違によって途中で罷免される時は， 未納分に利息、と徴収

費用を加えた額を， 彼及び嗣子たちの動産の差抑えと公売によって弁済

することとされた。〈打心

このように，葎王の権力を個々の村落の内部の土地利用形態， 土地保

有，祭礼の執行，村落傭員の身分に至るまで貫徹させ， さらに金納責租

と有償の物資提供役務及び有償無償の労働役務の徴収を達成するための
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強制装置として，村落首領を把握し規制することが， 19世紀末における

貢租裁定の目標の一部をなしており， そのために彼らの権力を制限しな

がら利用する意図がみてとれる。

第1主妃・王位継承者の御料地と国家組神の神事:用地とにおける村落

首領の承諾書の内容は， それぞれの領主に応じた異同を伴なうのみであ

ったとL、う。(48)

(3) 滅租保有地保有者

ー第5回裁定時に特定の職務に就かない減租保有地保有者と Lて残され

た;者は， 両ケオンジャノレで、パーンピク，マハトラー γ等の思給地保有者

1. 136名と， パラモン施与地等の保有者664名とであった。(49)承諾書の

条項はともに7条で (50) 内容は基本的には国庫領一般ライヤ γ トのそれ

に準じるものであったが，次の諸点で異なっていた。

まず恩給地，パラモン施与地等ともに， 洪水や皐紘による貢租の減免

は受けないものとされたが， これは彼らの貢租率が本来ライヤ vト保有

地の50%以下であったことによる。賦役関係では，恩給地保有者は藩王

・王族・諸役人及び英領政庁官吏の旅行時にライヤットとともに時価で

官糧を供出し， 14分の 1の援助 (one-fourthassistance) Jを与えるこ

と， 特定村落問神の山車の用材開〉供出においても同じく 4分の lの助

力をし， そのための賃金の4分の lを得てライヤットに与えること，無

償で山車を豪くこと， 藩王家の慶弔の際には藩王国の内外で藩王・王族・

高官に侍して分相応の義務を果たすことが役務づけられた。 圏外勤務及

び15日以上の国内勤務には食費が支給される定めであった。バラモンは

毎年 Pusia(sic.， PU$ya ?)及び GamhaAbhisek (sic.， G. Abhi-

$eka?) (町の時に藩王に伺候して，弘榔子と聖紐とを献上することがそ

の役務であった。

思給者保有者・パラモンともに減租保有地を藩王の許可なくしては譲

渡できなかった。違約の際には前者は保有地からの退転を求められるこ

とがあり得たが，後者にはこの罰則は宗教法上の理由で課きれなかった。

減租地保有者の承諾書に記載された諸条項の性格も， ライヤットや村
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落首領のそれと同じく， 藩王の支配を制約するものはひとつも含まれて

いなかった。

(4) 職務知行地保有者

この部類には郷兵と藩王国の下級官僚及び藩王家と村落の諸傭員とが

含まれる。

郷兵481名は所在と面積とを特定した免租知行地について， 9条項の

承諾書を提出した。(53) その内容は主に服務に関するもので，③常時武器

をよ《手入れし操作に熟練じ，上官の命令tこ従う， ②輪番で郷の収租

官の下に出頭し，金銭・文書類を警備し，金銭の国庫べの搬送を護衛し，

緊急時の伝令を勤める， ③必要時には警察に協力L，藩王の要請があれ

ば英領政庁または藩王の必要とする軍務に就く， ④藩王の要請によって

玉城の警護，藩王・王族・役人の圏内外の旅行に随行する， ⑤藩王の地

方軍官(localMagistrates)の命令に従い，Da'sahara節には盛装し

武器を携えて城塞に出頭し当番兵として勤務する，⑥藩王または諸役人・

節の当郷内旅行の時は，その宿営に出頭して当番兵として勤務する，使と

いうものであり，③と④には一定額の食費が支給された。このような勤務

の代償としてであろうが， 郷兵は他処にライヤットとして保有地をもっ

ぱあいでさえも一般ライヤジトと同じ賦役を課されることはなかった。

郷兵はその知行地は売却できず，ライヤットと同じく林野規則を順守し，

叛乱をなさず，違約の際には解任その他の処罰を受ける旨が明記された。

郷兵は以上のように平時における貢租収納を担当する機関の一部をな

すとともに， 戦闘要員としての役割をも担うものであった。戦闘の際に

は英領政庁による動員までが期待されていたことは， 過去2回の叛乱の

教訓!と無関係ではないで、あろう。

藩王国の下級官僚と藩王家及び村落の諸傭員は両ケオンジャルで計

3;042名に達した。(54)彼らは減租知行地を認められたので，彼らの承諾

書(5)には知行地の所在と面積とのほかに土地貢租の金額等を明記じた。

それは9条項から成り， 服務を誓い，水害・皐害による減免を受けず，

賦役及び荒蕪地開発に関する規定を含まないほかは， 国庫領一般ライヤ
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ットの承諾書主基本的に同趣旨で、あった。

(5) ザミーンダール

Kaliahetta及び Dhenkaのザミーンダールも，彼らの保有地をー穫

の知行地つまり ZamindariJagirとして認められた上で，他の土地保

有者たちと同じく藩王に承諾書を提出した。(55) それは8条項から成るも

ので内容は以下のごとくであった。

貢租1関係官は， ザミーンダールは特定された面積の分離地 (Araji)

かのはアムリ暦1305-19年閉または新たな貢租裁定があるまで土地貫租

を徴収一じて， それから所定の自己の得分〈聞を収受した残額を藩王に支

払い， 受領証を受取ること，早魅や不作のための減免を請求せず，一延滞

納には所定の利子を付して 「藩王国の制定する証書をもって差抑えられ

た不動産の売却によって」償還すべきこととされた。 ここにはザミーン

ダールとしての得分を固定し，実行のほどはともあれ， ライヤットから

の恋意的な土地貢租収奪を制限しようとする政策志向は認められるが，

それ以外の賦役や諸課徴については特に規制する趣旨の文言は明記され

ていない。藩王貢租の延滞納に対する領地の部分的没収の可能性を示唆

することで， 藩王のザミーンダールに対する支配を強調したことがむし

ろ重要で、あろう。

領地経営に関してもザミーンダールは一定の拘束を受けた。承諾書に

は，ザミーンダーノレは今回の裁定で、安堵 (confirm)された贈与地や親族

知行地 (Biradaran] agir) に介入せず， r借地人」の承諾書と保有
地を奪わないこと， 将来において所領から一族その他への土地の頒給や

売却を行なわないこと， 死亡や退転によって保有者を失った土地は他の

「借地人Jに与え， 保有者の変更を藩王政府に届出ること，可耕荒蕪地

を開発させる時は「借地人」とのあいだで地券と承諾書とを交換じ， ザ

ミーンダールの承諾書に記載された貫租率を適用し， 新たな貢租裁定ま

では既定の藩王貢租 (fixedjama)を支払った上でその利益を享受する
A " -ン セーパーカーγ

ごとが規定されでいた。(57) またザミーンダールは村落首領及び諸傭員の

欠員を補充してその次第を藩王政府に報告し， 充分な根拠もな4これら
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の職の罷免を行なうことを禁じられ， さらに藩王府の林野規則の順守を

も求められた。藩王の管理がザミーンダール領内の土地管型Rや林野利用

にまで及ぶこととなったのである。

土地貢租以外の負担としては， ①藩王家の慶弔に際して貢租額の一定

の割合で上納金を支払う(58)②藩王，監理官，同補佐官，郡司政官，使

臣，他藩王の使臣，英領政庁の官吏の往来には， 市場価格で官糧を供出

し， r借地人たち」に食費支給の上で荷役を行なわせ， 無償で葉懸けの
小屋を建てさせ，燃料，葉皿i藁などを供出させる，③ Dasahara節に

ピヲ伊ダル

はザミーンダール自身または名代が， 盛装した一族の者たちと郷兵隊と

役人団 (Najimat，sic.， Na~ïmat?) とを従えて藩王に伺候し， Gahma 

(sic.意味不詳〉の勤務を行ない，藩王が王城に不在の時は食費を支給さ

れてザミーンダール白身または一族の者たちがその場を警護する。彼ま

たは彼らが藩王のもとを辞去する時には，Siropa (ital. in sic. Sir-o-

Pa?) とし、う現金の賞与を慣例によって受ける， ④藩王が遠方に旅行す

る際には，求めがあれば， 盛装した一族の者たち・郷兵隊・役人団とと

もに随行して， 食費・諸費用 (Kharaca)・Siropa・贈与 (presents)

を受け， 藩王家の儀式にはザミーンダール自身が伺候してその執行を補

佐する， という義務を負った。 これらはおそらく旧来の慣例を再確認し

たものであろうが，ここで書面に明示されたのである。

以上のほかザミーンダールは村落首領と同様の一般的忠順ならびに治

安維持の義務を負わされ， 承諾書の謡う諸条件のひとつにでも違背すれ

ば所領は没収される旨が明記された。

ザミーンダール領内のライヤットに対しては，彼らの貢租台帳 (Jama-

bandi)を摘要した簡易地券 (TippaPatta， sic.)が交付されたが，彼ら

から承諾書を取ることは行なわれなかったようである。 また下ゲオンジ

ャルには，ザミーンダールとは称さない何人かの中間保有権者 (tenure-

holders) (叫があり， 彼らと藩王との契約の内容は不明であるが，彼ら

もその領内のライヤットに簡易地券を発給することとされた。簡易地券

の受給者総数は 2，119名であった。(60) これらは収公された旧知行者保有
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者つまり Bajyaρhtidar.の輩下の農民とともに， 下級ライヤット (Si・

kami Raiyat)をなしたものである。

以上にみたように， 第5回貢租裁定の基本的内容は，従来の保有形態

と藩王の領民支配の制度とを根本的に変革するもので、はなく， むしろそ

れを書面契約の形式をもって固定し， 藩主の権力と財収収入とを保全し

増強することにあったといっiてよい。 そしてそのような藩王支配体制の

維持の下で， 藩王の兵力を必要に応じて英領政庁の指揮下におき，ある

いは英領政庁官吏の藩王国内旅行に領民の役務を調達しうるような制度

を設けるなどの，いわ~ゆる至上権 (Paramountcy，Paramount Power) 

の統制強化が企図されたのである。 藩王権力の縮小は実質的には商人・

職人層からの運搬用役畜徴発権の停止に限られた。 これは藩王国・英領

地域聞の交易促進に資することをめざしたものであろう O

註

(1) W. W. Hunter， A Satistical Account 01 Bengal， vo1. 19， p. 206; KSR-I.， 

From Superintendent of the Tributary Mahals， Orissa to the. Chief 

Secr巴taryto the Govt. of Bengal， 4. Mar. 1901， * 17 (p. 3). 
(2) KSR-I.， App. XIX (p. 122).但し下ケオンジャノレでは耕地増加率12%であるの

に，上ケオ γ ジャノレでは被課税地目増加分をふくめて 118%となる。

(3) KSR-I.， ~ 195 (p. 61). 

(4) KSR-I.， * 128 (p. 44).しかしこのような論理では，下ケオンジャノレで全耕地が
賦課対象となっていたことが説明できないであろう。

(5) KSR-I， * 130， 131 (p. 44). 
(6) KSR-I.， * 129 (p. 44). 
(6a) これは例えば北インドの Bhaiacara(兄弟慣行，同族慣行)のようなものであ

ろう。この慣行の説明及び記述としては， B. H. Baden-Powell， The Land-

Systems 01 British India， vo1. 1， London: Oxford Clarendon Press， 1892， 

pp. 130-150参照。

(7) KSR-I.， * 130， 132， 133 (pp. 44-45). App. 1 (p. 97).郷・村落・土地は合計
27等級になるが，例えば RS.0-9を課される土地は第 l郡の諸郷の第 l等村落の

第 3等地から第2郡の第等村落の第 l等地まで合計 5等級にわたって現われる。

(8) KSR-I.， * 134-136 (pp. 45""'46)， App. III， V， VII (pp. 100， 102， 104). 
(9) KSR-I.， ~ 138， 139 (pp. 46-47). 
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M KSR-I.， ~ 145 (p. 48). 

ωKSR-I.， ~ 196-198 (pp. 62-63). 

ωKSR-I.， ~ 196 (p. 62). 

(13) KSR-I.， ~ 204 (p. 66). 

帥 KSR-I.， !i 203 (p. 65). 

(15) KSR-I.，!i 196 (p. 62). 

(16) KSR-I.，!i 203 (P. 65). 

11引 KSR-.I， ~ 196 (p. 62)， 203 (p. 65).なお TankiLãkhirãj についての~ 182 

(p. 57)の統計の下ケオンジャノレ欄の数字は~ 203の該当部分と符合せず， 他

の個所とも照合の上これを採らなかった。~ 182によれば面積は0.5%減，貢租

は24%増となる。

(1:母 KSR-I.， !i 184 (p. 57).受給者 3名，面積と貢租額の数字が挙っているが，奇妙

なことにこれは!i203の下ケオンジャノレの裁定結果の全体を示す統計のなかに含

まれない。 App.XI， XII (p. 107)では金銭給与への切替えは48件であった。

仰1) KSR-I.，!i 195 (p. 61)， 196 (p. 62)， 203 (p.65) の統計表から該当部分の数字

を採って計算したが，それらの数字には誤植等による不確かなものもありうる。

ω) 例えば郷兵の知行地について KSR-I.， !i 177 (p. 55)参照。但し殉職者恩給地，

加増地，パーンピグについてはライヤット保有地の貢租率の50%以内を課すると

いう特恵措置が採られた。

位1) KSR-I.，!i 175 (p. 56). 

問 KSR-I.， ~ 161-164 (p. 51). 

邸;) KSR-I.，!i 195 (p. 61)， 203 (p. 65)より計算。

凶 KSR-I.， ~ 198 (p.63).但しこの個所の数字はザミーンダーノレ領からの貢納を除

く。

四 KSR-I.， !i 204 (p. 66).これもザミーンダーノレ領からの貢納を除く数字である。

伽;) KSR-I.. ~ 184 (p. 57).地穏の名目は衣食地であった。他に l人が減租知行地と

して扶料地を許されたが， これは!日来のザミーンダーノレの家系の者で， 面積は

215 Manにすぎない。

間 KSR-I.， ~ 196 (p. 62)， 203 (p. 65) より計算した。

(28) KSR-I.， ~ 218， 219 (p. 72). 

四1) KSR-I.， ~ 223 (p. 73)， 226 (p. 74)， 231 (p. 75)， 234 (p. 76). 

130) 以下 KSR-I.， ~ 225 (pp. 73-74)より摘要する。

(30a) 資料では‘Re. 1 per cent per annum'とあるが， 後述する村落首領の承諾

書の対応部分や収奪の全般的傾向から考えて， ‘per mensem' の誤記と解すべ

きものと思う。

(31) この語で示されるものの大きさや用途などについて筆者は明らかにしえなかった。

悶 日乾し煉瓦作りまたは粘土作りの家屋をさすことばであろう。
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(33) 材質・用途については G.Watt， A Dictionary 01 the Economic Products 

olIndia， vo1. 5， pt. 2， (1889)， Repr.， Delhi: Gordhan & Co.， 1972， pp. 

677-678参照。

B品 Simli (sic.)なる現地名を持つ樹木にナツメ属のものがあるが，これは建材とし

ては用いられないようなので，Semul， Semal， Simul， Simuri等の現地名を持

つキワタにあてる。材質・用途は Watt，op. cit.， vol. 1， p. 491参照。

聞 この条項は立木と，それが林野に自然に繁茂しているばあいには，その林野とに

関する権益関係が明らかでないと読み取れないが， それらの点については筆者の

てもとの資料中に徴すべき証言が得られないo

附 KSR-I.， !¥ 230 (p. 75). 

(37) KSR-I.，!¥ 233 (pp. 75-76). 

附 KSR-I.， !¥ 232 (p. 75). 

(38a) KSR-I.， ~ 228， 229 (p. 75). 

悶1) KSR-I.， ~ 226 (pp. 74-75). 

世田 この問題は RECOS.中でいくつかの王国について取り上げられているが，ケオ

ンジャノレの章では特に言及がない。しかし同様の事態を推定して大過はなかろう。

(411 KSR-I.， !¥ 268 (p. 94). 

(42) RECOS.， pp. 210， 213. 

(43) 第5問責租裁定時に列挙された雑租の項目は下記のとおりであるが， それらの賦

課徴収の様態は明らかでない。雑租は，市場税 (Ha!kar)， 渡船税 (ferry

tolls) ，牛・水牛の畜舎使用料 (PoundFees)*， 皮革と角の販売免許料 (hide

and horn license)，パラモ γの家庭司祭免許料 (PurohitaPa1Ji) ， 榔子樹林

〔の使用料? I地代J? J (Talbaraji， sicふ漁場税 (Machadia)， 採鉱税

(Khani， sic)， * * ，砂金採取税 (goldwashing)，料，酒・麻薬税 (Abkari).

* 放牧地等に藩王が畜舎を設けたものかも知れないが，実態を知り得ない。

** ケオンジャノレの陶土・粘板岩の採掘，鉄鉱山，金の採取については KSR-I.，

!¥ 65， 66 (p. 30). 

14品 KSR-I，!¥ 249， 250 (p. 83). RECOS.， p. 208.は1910年以前には林野利用は自

由であったとするが，KSR-I.， !¥ 246 (p. 82)によれば，ケオンジャノレ藩王国の

林野管理は1892年に着手されており，下ケオンジャノレではよ述のごとくであるの

で，RECOS.の所見は主に上ケオンジャノレに関わるものであろう。

(，1日 KSR-I.， !¥ 235 (p. 76)， 236 (p. 78). 

間以下 KSR-I.， !¥ 235 (pp.一78).より摘要する。

(47) 上ケオンジャノレでは各戸主の同意を得て徴収するものであった。 Ibid(p. 76). 

(47a) 上ケオンジャノレの村落首領には， ライヤットに耕作不適となった陸田の代替地

として薮地を与える権限と，一定の知行地とが与えられた。 Ibid.

明 KSR-I.， !¥ 236 (p. 78). 
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位9) KSR-I.， ~ 237 (p. 78).但しこの個所の人数を地域別にみると，下ケオンジャノレ

J土計 1，668となって ii203の 1，655名と合致しない。 13名の差の理由は確めら

れなかった。

別) 以下恩給地保有者の承諾書は，KSR'-Iρii 238 (p. 79)，バラモンへの施与地等の

保有者のそれは ii239 (ibid.) よりそれぞれ摘要する。

(51) 用材は‘theNandigosh Car logs'と特記されているが，Nandigho仰はマハ

ーパーラタのパーンダヴァ 5王子の 1人アノレジュナの戦車を意味するので， それ

を象った山車であろう。

(52) Pu~ya はヒンドク一天文学の第8星宿の名称で，満月がこの星宿で起る月を Pau干a

月といい， 12-1月に相当する。おそらく冬至に関係する儀礼がこの時に行われ

るのであろう。 GambhaAbhisekaは濯頂，休浴の儀礼であろう。

!日) 以下 KSR-I.， ~ 240 (p. 80).より摘要する。

白品 村落諸要員を除く滅租知行地受給者の職種と人数は前章註慨に列挙した。

伺 以下 KSR-I.， ii 240 (p. 80).より摘要する。

師団 Kaliahettaでは Rs.1，227-0-11. Dhenkaでは Rs.1，575-12-4であった。

KSR-I.， App. IX (p. 106). 

(57) 荒蕪地開発に伴って藩王貢租が増額されることにされたか否かは，資料の限りで

は判然としない。

間 婚礼では土地貢租 Re.1あたり上納金 Re.0-4，聖紐1凧受式 (upanayana)及
び葬儀では上納金 Re.0-2であった。

団 これらは減租知行地として残された 3名の地方領主 (KSR-I.， ii 184， [p. 57]). 

を指すものであろう。

N 第 6回貢租裁定の内容

1. 土地の丈量・分類・貢租率

ケオンジャル藩王国の第6回貢租裁定は， 第5回のそれが終期に近づ

いた1911年の末近くから始められ， 1918年末にその作業を完了した。ω

この時に藩王国は藩王幼少のためインド政庁藩王国部 (PoliticalDepa-

rtment)の管理下 (1907-.29)にあり，貢租裁定も当然同部の指示監督

のもとで実施された。 本章ではケオンジャル藩王国最後の貢租裁定の梗

概を示して，前回との異同を明らかにしたい。

最初に土地保有形態または土地保有条件とは必ずしも直接に関係のな

し、一般的条件の異聞ないし変化について述べてお《。まず重要なことは，

第6回裁定時における土地面積の対前回比の著増である。(la) 耕地につい
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ては， 開墾の進展と丈量の精確化及ひか前回丈量洩れの部分の発見によっ

て，上ケオンジャノレで152%，下ケオンジャノレで、53%， 通算116%の増

加料みられた。未耕地についても，前回は牧草地 (Gocara，Godanda)， 

火葬場 (Smasana)などの可耕荒蕪地のみを丈量したのが，今回は村落

の境界内の林野・丘陵・河川!・通水溝 (1¥Tala) までをも含めたことか

ら， 両ケオンジャル通算で85%の増加を数字の上では示している。くわな

お前回は長さが地域によってまちまちな竹尺による丈量が行なわれ， 地

積単位は Manで表示されたが， 今回は測鎖と平板を用い地積はエーカ

ー単位で表示することに改められた。∞

次に地目とその等級との分類方法については次のような変更が加えら

れた。水田(Jala， Sarada)の等級分類は，前回にはそれ以前からの郷

とそのなかの村落との等級分類を基礎に行なうとし、う迂遠な方針が採ら

れたが， 今回は極めて単純に土壌の利水条件による分類が実施された。

それは， 土地の起伏部位と峡谷とのあいだの湿潤で自然に施肥され連年

作柄のよい低地を1等地とし， ほぼ全面的に降雨に依存し肥効成分に欠

け不作にみまわれやすい土地を 3等地とし， これらの中間のものを2等

地とするという 3分法で， 隣接諸藩王国で通例の方法であった。一方台

地 (Goda，sic.， Gora， Gorha?)は，庭畑地として競菜栽培に利用され

る宅地 (Kala，Gharbari)を1等地， 宅地から離れていてばあいによ

り隔年に陸稲やコ守マ・ナタネ類を栽培する通常の陸田を 2等地， 林野の

丘陵部に接し岩石砂磯の多い 2~3 年に 1 度しか収穫のない土地を 3 等

地に区分された。的沖積地 (Pala)は水田とは別に扱われたが，Dalua 

をそのうちに含むものとされた。∞ Goda(sic.)の2等地は以前の Gora

にほぼ対応するものであろう。(6)総じて第6回裁定相当官の立場からみ

れば，前回裁定の土地区分は全体として無原則であり， 掲げられた原則

でさえもその実行は不整合であったとして，酷評を受けたのである。(7)

新たな分類による諸地目・諸等級が従前のそれらとどのように対応し，

それぞれがどれほどの面積に達じたかは， 印刷された資料の範囲で、は不

分明であるが， それぞれに課せられたエーカーあたりの金銭貢租率の新
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一一一¥¥¥地域| 上ケオンジャル | 下ケオンジャル
一地目 ¥¥i二証長二重コニi8，率平弱一一誠一一一一一一本r-IB率平均
水田 l等地 IRe. 1-12-0: Re. 1-10-21 Rs. 3-0-0: Rs. 4-2-0 

ク 2等地 1Re.I-4-0: Re. 1-7-91 Rs. 2-12-0: Rs. 3-1-6 

ク 3等地 iRe. 1 -0 -O. Re. 1 -5 -31 Rs.2-4-0: Rs. 2-5-2 

1 T>- A..  A: Rs. 0 -6 -2 I 
Goda 1等地 IRe. 0-11-0;ないしo= t2= O I Rs. 3 -2一0:Rs. 3-1-6 
タ 2等地 1Re. 0-5-0: Rs. 0-4-111 Re. 1-12-0. Re. 1-0-6 

タ 3等地 IRe. 0 -2 -0 : Re. 0-2-6IRe. 1-0-0.Re. 0-12-9 

甘簾栽培税 IRs. 2 -8 -O' Re. 2 -8 -0 I Rs. 2 -8 -0 .Rs. 3-1-0 
: Re. 2 -7 -71 

沖積地 |Rs l O OJ3iJZ751RE 

: Re. 0-12-4 

; Re. 0 -8 -3 
1-0-0:ないし
: Re. 1 -15-9 

旧対照表はこれを得ることができる。それは以上のごとくであった。∞

つまり新たな地目・等級に編成された従来のそれらの平均値と対応させ

る限りでは，水田は上ケオンジャノレの 1等地を除いては軽減され， Goda 

については総じて負担増加が求められた。 なぜこのような新率の導入が

決定されたのかは， 印刷された資料の限りでは明示的には説明されてい

ないが， 全体的な傾向として商品作物の栽培が進展し，それに伴なう農

民の現金収入の増大がみられたのに対応して， 藩王得分の源泉をそこに

より多く求める方針が採られたためであろう。

そのように推論する根拠は， 前述した耕地面積増加の内容を検討する

ことによって与えられる。すなわち，両ケオンジャルを通じて前回の貢

租裁定以後の水田 (Jaia，Sarada)面積の増加率は約62%であったが，

宅地・庭畑地 (Kala)は約109%;陸自 (Gora)は約306%，甘震は約

140%の増加率を示していた。 水田の全耕地中に占める比率は，前回の

約70%から今回の約53%に低下していた。∞ここで水田自体の増加もも

ちろん大きい主いえるが， そして稲もまた重要な商品作物であったこと

は前世紀以来の確たる事実ではあるが， それ以外の商品作物栽培適地の

開墾の進展が， 稲作地のそれを大きく上回っていることはさらに注目す

べきであろう o トウ毛ロコシと豆令・コ、マ・ナタネの類は重要な商品作物

であったが， 綿花やタバコはまだ圏内需要を充足する域には達していな
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かった。砂糖はいうまでもIなく重要な商品であったであろう。(10) このよ

うな状況からおぼろげではあるが， Godaへの貢租賦課の比重が高まっ

たものと思われるのである。 そこには高率負担を動因として商品作物栽

培をさらに刺激しようとする政策動機もあったかも知れない。一方水田

の方は， 生産諸条件に際立った改良がなかったとすれば，むしろ農民へ

の多少の譲歩を示すことが得策であり， それでもなお耕地増加による貢

租収入額の増加によって多大の増収しうると判断されたのであろう。

実際に， 第6回貢租裁定の目的は r藩王国収入の増加ではなく，ベ
ンガノレ借地権法 (BengalTenancy Act)の諸規定の下で，従来当地で

は知られていなかった正確な権利謄本を用意し， 公正かつ衡平の原則に

叶う地代を決定することjCll)である旨が，言明されていたのである。

2. ライヤットの権利雄本

第6回貢租裁定のひとつの特徴は， 国庫領の一般ライヤ γ トとして貢

租を直接国庫に納入するライヤットのほか， 国家組神事用地のライヤッ

ト，上ケオンジャルの藩王直営地耕作者 (Kothca:;a)， ザミーンダール

領や減租保有地の下級ライヤット (SikamiRayat)をも一括ーして彼らの

負担を一定するとともに，賦役のための食費 (Khoraki)を5倍近く加増

し，彼らに占有小作権を付与したことであった。〈山ライヤットの権益と

義務とは，権利謄本 (Record-of-Rights)により確定された。なおこの

権利謄本の作成はベンガル借地権法第10章の規定(1めを準用したのである

が， この法律はベンガル州オリッサ行政区においてさえ適用は遅れたも

のであり(14)藩王国は本来その対象ではありえなかった。それが準用を

みるに至った背景には， ケオンジャル藩王国内部で、のさまざまな要因を

想定しなければならないが， 当面はそのための資料を入手しえない。〈臼〉

ところで， ケオンジャノレ藩王国の権利謄本は全16条にわたってライヤ

ットの土地に対する権益，貢租負担，有償・無償の賦役， 林野及び水の

利用を規定した文書で、あり，有効期聞は20年であった。(16)

まず土地に対するライヤットの権益につ、いては， rすベ←ての uラLイヤッ

トには原級 (Asl，sic.， Asala>A:;I.国庫の収租担当官に直接貢租を納
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付する者)たると下級 (Sikami)たるとを問わず，今回の裁定で彼らの

名儀においてライヤット保有地 (Rayati) として登記されたすべての土

地における，占有権 (aright to occupancy)を有せしめる」ことが彊

われた。 しかしライヤットは，藩王政府の承認を得なければ，彼の保有

地またはその一部を売却・抵当・贈与その他の方法で譲渡することがで

きず，かかる譲渡はその条件を明示して申請され， 承認後は登記される

こととされた。不正規に譲渡された土地は藩王政府が没収して，他のラ

イヤットと貢租の取決めをすることができるものとされた。

ライヤットは藩王政府の許可を得てその保有地を転貸しうるものとさ

れたが， 転貸地の小作料は今回の裁定で同種の土地について定められた

貢租率を超えてはならず， かつ転貸契約は書面により登記を受けること

となった。 かかる要件を具備しない転貸契約は，藩王政府が承認を拒否

しえた。転貸が12年以上継続すれば，被転貸者つまり下級ライヤットは

占有権を取得する定めであった。

またライヤットは保有地全部を放棄することができたが， 部分的放棄

のばあいはその立証責任を負い， 他のライヤットとの貢租の取決めまで

は，放棄部分の貢租納入の義務を負うものとされた。水田 (wetlands) 

を3年以上耕さず， Godaを少なくとも 4年に l度耕さないライヤット

は，それらの土地を放棄したものとみなされ， そのような土地について

は藩王政府はしかるべき措置を講ずることができた。 なおライヤットは

Godaを水回に転換することを許されたが， 荒蕪地の開墾には藩王政府

の承認を得べきものとされた。

貢租負担については，今回の裁定実施期間中はその増額は行なわれず，

他のライヤットの土地を取得した者はその部分について既定の貢租を支

払うこと， 藩王政府の承認を得て荒蕪地を開発した者は当初5年間免租

ののち満率で課税され， Godaを水田に転換した者も当初5年は Goda

の率で、支払ったのちに水聞の率で課税されること， そして貢租は毎年1

月15日に全額の75J百 4月15日に25%を納入し， その受領証を無料で交

付されることが定められた。
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賦役関係では， 第5回貢租裁定の時の承諾書の規定との相違点のみを

挙げると，賦役のための食費が Re.0-2-0に引上げられたこと， ;捧王等

の遠隔地への旅行への随行と域活の簡易建築物のための資材供出と屋根

葺きの規定が設けられていないこと， 村落柁神の山車牽きについてカー

ストを特定しないことが挙げられるO また Dasahara節のカボチャ献上

の義務も今回は規定されなかった。 賦役は多少緩和された上で、義務と L

て再確認されたといってよい。

林野の利用については， すべてのライヤットは村落区域内の，他のラ

イヤットの宅地になくまた藩王政府が特定の者に権利を貸与していない

あらゆる樹木の葉と果実とを， 交易のためでなく個人的使用のためなら

ば， 採取することが認められた。また家屋の建材や農器具の材料用の木

材を，特定の種類または周囲 4フィート以上の樹木を除いて， 伐採する

ことができ，家庭用の燃料を採集するのを許された。しかし藩王政府林野

局の指定林野からの樹木等の採取は許可を要し，被課税樹木 (excisable

trees) (17) については藩主政府が排他的権利を留保した。ぐ17a)水の利用に

ついては， すべてのライヤットは藩王政府の設ける堰堤 (Bandh)，貯

水池 (Tank)，水路 (Nala)及び井戸等(18) の水を，家庭用及び農業用

に使用する権利を認められたが， 水の汚染と他者に損害をもたらすため

の使用とは禁止された。堰堤または貯水池の造営と果樹園の植樹には藩

王政府の許可を必要とした。

前回の承諾書にみられた忠11頂義務等の規定は特に設けられなかった。
ステート

しかし， ライヤットは貢租の不払いと食費支給の賦役及び「藩王国の承

認する他のあらゆる役務Jの拒否を理由として， 当事者能力のある裁判

所 (acompetent court)の命令によってのみ退去を強制されることが

確認された。

この権利謄本には貢租率表， 地図，地券と承諾書の授受等が付帯した

と思われるが， 資料中には明言されていない。また土地租貢以外に学校

付加税 (SchoolCess) ，医薬付加税 (Dispensary.Cess)，林野利用付

加税 (Ni$tarCess)が賦課されたくlD) が， これらは上掲権利謄本には
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現われ七いない。また雑租 (Abωab)はほとんどすべて廃止された旨が

報告された。(20)

権利謄本所載事項の示す一般的傾向はライヤットの占有権を英領地域

に倣って導入することであるが， その権利保護のための「当事者能力あ

る裁判所」が設けられたか否かは， 資料の限りでは判然としなし、。その

他， 権利謄本の内容には綿密な検討を要する事項が数多く見出せるが，

筆者の入手しえた限りの資料はその検討には不充分である。

3.村落首領の職務

村落首領の職は既に他処で述べたように上ケオンジャノレと下ケオンジ

ャルの部族領域2郷においてのみ存置された。 第6回貢租裁定の時に新

たな服務規定が定められた(21) が， ここではそれと前回の村落首領職の

承諾書との相違点及び新たに付加された条項のみをとり上げることにす

る。

貢租徴収に関連する部分では， 皐魅・洪水を理由とする減免は藩王政

府の裁量によってのみ行なわれ， 土地放棄を理由とする減免は行なわれ

ないこと， 村落首領は減免申請をなしえないこと，及び藩王政府よりラ

イヤットに発給される貢租と付加税との印刷された定形様式による領収

証 (printedcheque receipt)を無料で交付すべきことが， 特記され

た。領収証交付の慨怠は即時解任をもって罰せられるものとされた。納

期の変更はライヤットの権利謄本にあるのと同様であった。前回の承諾

書にあった貢租の現物代納の禁止規定は今回は記されていない。 ライヤ

ットからの非合法な課徴や退転の強制の禁止は， 趣旨としては前回同様

であった。また村落首領は，政庁藩王国部弁務官 (PoliticalAgent)の

裁可する雑租 (Abwab)等の徴収と納入を託された。

村落の土地の管理をめぐる諸規定は詳細かつ厳格となった。村落首領

は村落の境界標識の設置に責任を持ちその欠失破損を即刻区長に報告す

ること，村落の道路を村民の助力を得て常時補修すること， 溝王国有の

果樹園・貯水池・堰堤・火葬場・放牧地・管牛の通路 (cattletracks) 

・道路やその他の財産の保守に責任を持ち， それらを損壊する試みがあ
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れば区長に通報することを，義務づけられた。 また村落首領には村落の

地下資源に対する権利がない旨が特記された。前回にみられた土地利用

形態の原状変更禁止の規定は， 上記の藩王国有諸地目に関するもの以外

は今回は特に設けられなかった。

他方では村落の土地保有権をめぐる規定が詳密となった。すなわち，

村落首領知行地の売却・抵当・贈与による譲渡は， 即刻解任をもっで罰

4きられることとなり，村落の土地または知行地の分割を一切禁止された。

知行地は村落首領の親族にのみ転貸して耕作させることができたが， 自

村また怯他村の一般のライヤ γ トへは転貸で、きず， 被転貸者たる親族の

土地に対する権利は否定され， 必要とあらば即刻退去させられる定めで

あった。村落首領には地券発給権なき旨が明示された。また首領及び同

居親族は， 藩王政府の明示の許可なく自村内の開墾や放棄された士地の

収用によって現有以上のライヤット保有地を取得することを禁止され，

放棄された土地はまず自村のライヤットに与え， その取決めに応ずる者

のないばあいに他村のライヤットに与えるべきものとされた。 さらに首

領の職禄の補填分として藩王政府が与える知行地については， 村落首領

は拒否や抗告を許されなかった。

賦役関係の規定は前回と大差なかったが，Dasahara祭の時の玉城伺

候義務は削除された。 治安関係では，土地管理に関連して述べたことの

ほか， もより警察署への不審の死亡の報告と，出生及び死亡，無請求無

遺言の財産についての定期的申告との義務が課されたが， ライヤットに

よる土地の無断譲渡防止， 麻薬，酒類，妓乱，武器所持についての禁令

は特に規定されなかった。

その他の条項では， 村落首領は今回裁定の終了後における新たな土地

調査と貢租裁定に反対しないこと， 慨怠、や精神的肉体的欠陥のない限り

今期裁定終了時まで村落首領職を保持すること， 村落首領は任地の村落

に居住すべきこと，知行地(Bhogra， sic.， Bhagra) (22) の貢租は村落

の土地より20%まで減額されるが， その価値如何で貢租の加減があるこ

とが定められた。村落語傭員については特に規定されなかった。
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村落首領の職務規定について充分な考察を加えるための補充の資料を

得ることは当面はできないが， ライヤットの権利謄本の内容や前回の村

落首領の承諾書とを比較検討すると， 19世紀末から20世紀10年代前半に

かけてのケオンジャル藩王国内部の社会経済的変動を推測するためのて

がかりが得られるであろう。 その第一は，台地の水田への転換を許し，

土地利用形態の変更及び貢租物納の禁止規定を削除したことが， 農村に

おける農産物の多様化と， その程度様態はともあれ商品化及び貨幣流通

が日常一般の現象となり， 農業技術にも一定の進歩がみられるようにな

ヲてきたことの反映ではないか， という推論であり， この点は前述した

商品作物栽培の進展の推測とも関連するであろ{う。

第二は，以上の過程において農民の取得しえたであろう収益に対して，

一方では藩王から他方では村落首領側からの介入ないし奪取の試みが強

化されたのではないか， という推定である。例えば水利施設は，前回貢

租裁定時にはライヤットが藩王政府の許可を得て設けることになってい

たが， 今回は明確に藩王国有であるかの如き措辞になっており， しかも

藩王国有の地目が多く， その保全が村落首領に命ぜ、られていることは，

藩王の権力の村落内部への浸透を物語るものであろう。他方で村落首領

の一族によるライヤットの土地兼併が厳禁されていることは， 彼らの村

落内部における権力と収益機会との拡大を暗示するであろう。耕地の拡

大と推測される商品作物栽培の進展との主要な担い手が村落首領層であ

ったという推定もできるかも知れなし、。村落首領の居村指定は，他村の

土地の兼併を行なう者や， 村外での通商活動に従事する者の多発を想定

することを許すものであろう。 これらの推定がもし正しいとすれば，藩

王権力と村落首領権力とは対抗矛盾する関係に立つことになり， 前者に

とっては後者の増長を規制することの方が， 19世紀末以来少くとも1910

年代前半までは表立つては他の藩王国にしか現われていない叛乱の危機

に，彼らの力を利用して対応する以上に重要だったで、あろう。しかしこれ

ら諸点の立証は当面資料的に困難であり， 上ケオンジャノレでは村落首領、

職が存続されたのに下ケオンジャルの大部分ではそれが廃止されたのは
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なぜか，後者の地域では賦役の調達は新設の Kanungoが担当したのか，

といった疑問が残ることは否定できない。

以上は単なる問題提起の域を超たるものではないが， 藩王圏内部にも

一定の社会経済的変動を認めうると L、う仮説を提示しておきたい。

4， 減・免租保有地とザミーンダルー領との再整理

免租保有地のうち藩王嗣子と 1第王妃との御料地はそのまま存置され

たとι、われるO しかしその面積は丈量の結果で、みると， 未耕地をも含め

て上・下ヶオンジャルで、それぞれ前者が63%増と215皆減，後者は153%及

び9%増，通算して前者は53%， 後者は89%増を示した。しかし村落数

は藩王嗣子御料地が32全村落 (MaujaMahal)から16全村落と 1部分村

落へ 第1王妃御料地が10全村落と 1剰余地から8全村落へ， それぞれ

前回裁定以後減少しているようにみえる (23)しかし面積aの全体としての

増加と村落数の減少との関係を説明するてがかりは与えられていない。

神事用地も全体としては存置された。その免租保有地部分では藩王国

間神のための用地の商積が， 既耕・未耕地をあわせて両ケオンジャルを

通じ89%，Amrtamani等が96%のifS加，私人組神のための用地は35%

の減少を示しているが， これは丈量技術のみに起因するものか， それと

も施与された村落数の増加や収公があったのかは説明されていなし、。ム

スリム聖者崇拝用地は 3%の微増で特に問題はない。 ヒンドウーの僧院

扶持料地は97%減を示すが， これも原因は判然としない。 (2~)

バラモン用地は， 王の師{向:たるバラモン個人に時折与えられる贈与地

(Dak$勾引をもふくめて，前回の裁定時より免租保有地部分で24%増と

なった。藩王の親族及び家臣に対する思給地は， 前回の裁定以降に新た

に設定されたものがあったらしく， 全体として免租保有地部分で2倍弱

の増加を示している。 (25)

1 職務知行地についてはかなりの再整理が行なわれた。職務知行地の統

計が不備であるために， 面積の増減を正確に知ることのできない部分が

あるが，裁定報告書に記述された限りで再整理の要点を列挙しておこう。
チヤウキ F ダ戸ル

まず郷兵については， 村落の警備員制度の拡充に伴なって， 大規模な
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人員の縮少が行なわれ，、解雇された郷兵の知行地は収公されで五一般ラ

イヤット保有地と同率の土地貢租を支払う条件で， 解雇された者とされ

なかった者とをふくめて，すべての郷兵たちに均等に配分された。 (26)藩

王家の傭人については， 減租知行地を免租に改められた者があり， 職種

によっては人員の増滅と廃止があった。 これらの人員は総体として滅・

免租知行地双方の受給者をあわせて153名から84名(?)に縮小されてお

り，知行地の面積も半分以下となっγている。 (27)減員部分の知行地は収公

されて一般のライヤット保有地として扱われた。 (28)

村落首領の知行地はひき続き保有を許されたものの， 事実上はこれが

課程地となったことは前節で、述べた。一方首領以外の村落傭員に対して

は，前回の裁定で減租知行地とされたものが改めて免租扱いとなった。(2の

その面積は特に資料中に記載されていないが，多少の増加はあったよう

に思われる。 (30)しかしこれが件数増によるものか，丈量方法の改良によ

るものかは判然としなし、。

前回の裁定では免租地と Lて残された高位カースト者のマハトラーン

は，今回は減租保有地に改められた。従来‘TankiLakhiraj' と称せ

られた減租の恩給地・神事用地・バラモン用地等は存続させられたが，

土地貢租率は一般ライヤット保有地の50%から75%に引き上げられた。

この率はマハトラーンにも適用されたであろう。控除地として残された

のは下ケオンジャルのヨーガ行者(Jogies，sic.， Yogz)の保有地のみで

あった。 (31)面積の上では控除地と上述諸地種の減租保有地とをあわせて

も，対前回比で58%にしかならないので (3のかなり収公された部分があ

ったように思われる。減租知行地については， 前述のように， 収公され

た部分と免租地に改められた部分とがあった。下ケオンジャルに残され

ていた藩王の親族や家臣に対する衣食地等は収公された。 (33)

ふたつのザミーンダール領については，それぞれ藩王に納付する貢租

をザミーンダーリー収入の45%に引上げて， これらを存置じた。面積は

丈量技術の改善のためか拡大しているようにみえるが;Kaliahettaでは

野象の害で村落数は前回裁定以降減少したということである。〈叫
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以上のように各地種の面積の増減や再整理が試みられたものの， 全体

どしてのそれらの布置状況に大きな変千七はなかった。すなわち，荒蕪地，

林野を除き未耕地をふくむ村落区域の総面積の約16%が免租保有地とし

て残され， 国庫領のうちのライヤット保有地は全体の79%を占めてい

た。〈附なお，第6回貢租裁定の報告書にはケオンジャノレ藩主の金銭によ

る総収入が掲げられているが，それによると総収入Rs.510， 892.のうち，

国庫領の土地貢租収入が79% (ライヤット保有地の土地貢租のみでも75

%)，神事用地・王族御料地収入が6%，学校・医薬付加税が6%，林野

利周付加税が9%であった。(36)

最後に第4回から第6回貢租裁定までの保有形態別丈量地面積 lを表示

しておく。

保有形態別の大量された土地面積(単位ヘクタール)C鉛

保 有 % 態 [全一面一策積用!耕粧地面積-J(一全一面知積開i耕裁地定面一積i1-全釦面積噛!耕地定面一積一

国
ライヤット保有地

庫
減租施与地 2，514 2，663¥ 2，059: 

減租知行地 17，368 1，0301 1，474: 
領 ザミーンダ{ル領 864 1，2741 8，114 

免 王位継承者御料地 605 302 2，991: 843 4，499: 

租第 l王妃御料地 1，100: 620 1，324: 931 2，505: 

保国家柁神用地 5，035: 3，401 9，209: 4，665 17，405: 

有免租施与地 4，166: 3，381 5，842: 4，183 7，119: 

580 地免租知行地 4，377 2，217: 

i {宅耕地地24，525 控除地 929 11: 
.930 

インド政庁保有地 i 52: 

村落区域内の荒蕪地林野(

メ日斗 |27M8:(88M8，45l3 5 15仏 7691川 70

詮

(1) KSR-II.， ~ 2-4 (p. 1). 

(ja)K$R-II.， ~ 18 (p 4).所掲の耕地(宅地をふくむ)の面積(ヘクタール換算)

を示す。
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Goraの著増はある程度は地目の分類方法の変更によるもので， 第5回裁定時の

Pala，q)ある部分は第6固に Goraに入れられた可能性があり， Dalua のある

部分も Goraにふくめられた。果樹閣は第6聞には Anabadi(非耕地)に数え

られた。

(2) KSR-II.， * 7-4 (pp. 1-3).なお耕地増の原因についてより詳しくは*92 (p. 
22).を参照せよ。

(の KSR-II.，* 24 (pp. 5-6). 
い)KSR-II.， * 82， 83 (p. 20). 
(吟 KSR-II.，* 18 (p. 4). 
(6) 筆者のてもとの文献の範囲では，KSR-.Iの Gora(sic.) と KSR-II.の Goda

(sic.)とを同一語裳の呉態とみるよりは，別個の語裳とみる方がよいように恩わ

れる。 KSR-II，.* 18 (p. 4).の耕地面積の増減を示す表では 'Gora(sic.)'の語
が用いられている。

(7) KSR-II.， ~ 77-81 (PP. 19-20). 

(8) KSR-II.， ~ 87， 88， 89 (p. 21)， 96， 98 (p. 23). 

(的 KSR-IL，~ 18 (p. 4). 

~(j KSR-II・， !i 19-22 (pp. 4-5).なお!i19に作物別の面積統計が掲げられており，

部分的にも全体としても他処の面積統計と照合しない個所があるが，掲げられた

11の作物の範囲で両ケオンジャルを通算した作付地面積の百分比を概数で示すと

次のようになる。水稲 (Rice)52%，陸稲 (Goradhan)9 %， その他の主食

作物7%，豆類8%，ナタネ類20%， トウゴマ 4%となる。他は綿花 (0.2%)， 

呑料 (0.04%)，繊維 (Fibre.麻の類?)(0.1;的，甘東(0.2%)，タパコ (0.04

5'f)で面積としては小さい。

ω KSR-II.， !i 100 (p. 21). 
ωKSR-II.， !i 70， 71 (p. 18). 
U3) ベγガル借地権法第10章第 102条の規定では，ヲイヤットの権利勝本に記載さる

ベき諸事項は下記のうちのいくつか，またはそれらのすべてであった。① 借地
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人または占有者の名，② 各借地人の所属する階級(占有・非占有等の別)，③ 

保有地の位置・面積・境界，④ 作借地八の地主の名，⑤ 地域または所領のな

かの各所有者の名，⑥ 納付すべき地代，⑦ 地代決定の様式，⑧ 地代が漸治

されるばあいはその次第，⑨ 各借地入・各地主の下記諸事項に関する権利と義

務-1. 借地人の農業用水， ロ.用水施設の保全，⑬ 借地権の特殊及び附随条

件，⑪ 道路その他の地役権，⑫ 地代免除の権利請求のある土地について，実

際の地代支払いの有無等。筆者の参看した法律正文は， A. C. Ghose， The 

Bengal Tenancy Act(Act VIII of 1885) as modified u.ρ-to date， Calcutta: 

N; M. Raychowdhury & Co.， 1936， pp. 721~723 所掲のものである。ケオンジ

ヤノレ藩王国ではこのような詳細な権利謄本の作成は望むべくもなかった。

(14) ベ γガノレ借地権法は本来オリッサ行政区を適用地域に含めていなかった(第 l章

第 l条第 3;集。 A.C. Ghose， op. cit.， p. 11) が， 1890年代から漸次適用が開始

された。その詳細は OSR.-Iのなかで扱われ℃いる。簡単には Orissa，Govt. of 

(Board of Revenue)， Land Tenu.re and Land Reforms in Orissa〆Cuttack，

1962， S 22， 23 (p. 9)参照。

u司 法律的状況としては英領地域のためのオリッサ借地権法 (OrissaTenancy Act， 
1913)の成立過程における論議等の影響をも考えることができるであろう(この

法律については op.cit.， S 24-41 (pp. 9-15) 参照。また1910年代前半には

Bamra， Talcher， Daspal1a，後半には Mayurbhanj (Morbhanj)の諾務王国

で農民闘争が発生しており(H.K. Mahtab Cchief edふoρ.cit.， vol. 3 ed. by 

S. Patnaik， pp. 94-99.参照)， ケオンジャノレにも波及の懸念があったのかも知

れない。

(]日 KSR-II，. App. XV (pp. 31-32).以下これによって摘要する。

聞 これらはおそらく KSR-1.， S 249 (p. 83)に掲げられているサラノキ等12績の

樹木をさすものであろう。

(17a) 林野行政の概要については，本稿V，2参照。

(18) 英文では‘anyStat巴 bundha，tanks， nullahs and wells， etc.'と表現されて

いて，藩王政府がこれらの水利施設を造営していたようにみえるが，筆者tこはそ

の実情は定かでなく，傍証資料も見出していない。

(19) KSR-I1.， S 106-112 (pp. 26-27). 

(20) KSR-I1.; S 113 (p. 27). 

自1l KSR-II.， App. XVI (pp. 33-34).以下これらより摘要する。

聞 この語は Wi1son， op. cit.， p. 1141では fi日河床」とするが，オリ yサでは町

落首領の「知行地Jを意味した。 ROCS.-I，S 11 (pp. 13-14)参照。

間:) KSR-II.， S 43 (p. 10)， 45 (e) (PP. 11-12); KSRで1.， S 153， 154 (p. 49). 

幽 KSR-II.，S 43 (P. 10)， 45 (a) (p. 1.1); KSR-I.， S 159 (p.50).なお KSR-II.で

は{曽院扶持料地を神事用地としては認めていない。その地種別面積表で Khairat
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(sic;)とあるものを Mafhakhanjaとして計算した。

四 KSR-II.， ~ 43 (p. 10) ; KSR-I.， ~ 164 (p.51).なお KSR-II，~ 45 (b)， (c)， 46， 

47 (pp. 11-12).の記述をも参照せよ。

間i) KSR-II.， ~ 50-54 (p. 13).村落警備員は466名から1，272名に増員され，彼ら

のための知行地の面積は一挙に 1 1. 5倍となった。郷兵についての上掲~ 50の前

回裁定関係の数値は KSR-I.の該当部分と甚しい不一致を示すが，第6回裁定部

分に関する限りでは，郷兵総数は 199名，知行地面積は 1，000エーカーあまりで

KSR-I.の数値と比較すると約4分の 1に減少している。

間 KSR-I.， ~ 170， 185では藩王国の下級官吏及び藩王家の傭人の職種名が28種挙っ

ているが;KSR-II.， ~ 49. (p. 12)， 62 (p. 14).では17種になっているr 前者に

ない‘Tamkaia'及び‘Bankua'なる職種が後者にみえるが，解説なく;意味不

明。なお本文中の数値の算出は上掲両資料中の統計によるが，KSR-II，. ~ 49に

下ケオンジャルの医薬師の人数を '0.2'と記したものは算入しなかった。~ 58 

(p. 14).をも参照せよ o

(28) KSR-II.， ~ 55 (p. 14). 

閃1) Ibid. (p. 13). 

(30) KSR-II.， ~ 43の統計表中の‘ServiceJagir'蘭積から患のの藩王家傭人及び

~ 50の郷兵と村落警備員の知行地の面積を差引いた残りが， 村落傭員の知行地

の面積であると理解すれば，それは両ケオンジャノレをあわせて1，866.85エーカ[

となり ，KSR-I.， ~ 185から得られる対応する項目の1，351.88エーカーに較べて

38%の増加を示すことになる。。1) KSR-II.， ~ 59， 60 (p. 14). 
(32) KSR-II.， ~ 43の統計表の該当欄の数債を，KSR-I.， ~ 195， 196， 203のそれら

と比較ぜよ o

(33) KSR-II.， ~ 61 (p. 14). しかし~ 43 によると，この地域にはなお減租知行地

(Tanki Jagir)として，‘Jagir" Chada (sicふRaktapa!ta.Kharpo占Tanki

なる地種の土地が 3，642.96ヱーカー認められているが， これら広つい一ては

KSR-I.に対応の項目がないので，説明することができない。また同地域には免

租地としての Chadaと ChinraJagir (sic.)なる地種が若干あるが，これも前

回裁定の報告と脈絡がつかない。

(34) KSR-II.， ~ 64-66 (pp. 15-17).但しこれらの個所の数字には誤植や，誤算と思

われるものが目立つ。

(35) . KSR-II.， ~ 43参照。

旧日 KSR-II.， ~ 101-105 (pP. 24-26.).この数字は村落首領への報酬は控除したも

の。付加税については後述する。

(初 KSR-I.， ~ 15'3， 154， 159， 164， 167， 170， 182， 184， 185， 195， 196， 203; KSR-II.， 

~9， 43 dより換算の上で作成した。空欄は対応の数値が得られないことを示す
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もので，‘0'ではない。要注意事項を挙げておくと，まず，ライヤット保有地は

藩玉直営地部分をふくむ。次に国家記神以外の宗教用地は滅・免租施与地に加え

た。回次別にみると，まず，第4回裁定時のライヤット保有地の面積は，上ケオ

ンジャノレについては水田のみが計上されている。第4図の免租知行は郷兵の土地

を含んでいない。控除地欄の宅地はライヤットとマハトラーンの双方をふくみ，

耕地は上ケオンジャノレの非水田部分を示す。第5回裁定で宅地面積が激減してい

るのは，かなりの部分がライヤット保有地の耕地に算入されたためであろう。第

5回耕地面積合計欄の括弧内の数値は KSR-II.，~ 9によるもの。第6回裁定の

控除地はマハトラーンのおそらく宅地のみである。インド政庁保有地の実体は資

料中に説明がない。

V 1930年代末から40年代初期の状況

前章まで筆者はもっぱら 2次にわたる貢租裁定報告に依拠しながら，

ケオンジャル藩王国の土地保有と土地質租の賦課・徴収に関係する制度

の様態を， 極めて平板に述べて来た。ケオンジャル農村社会の内部の実

情や経済的・政治的諸矛盾は，依拠した諸資料執筆者の関心の外にあり，

この種の行政記録からそれらを採り出すことは筆者の能力に余ることで

あった。

ところが， 1930-40年代の交には， ともに貢租裁定報告とは性質を異

にする 2種類の藩王国実情調査報告が著わされ， それらによって藩王国

農村社会の諸矛盾， 従前の諸資料からは明らかにできない藩王の農民支

配の様態を，かなりの程度まで知りうるようになる。

それらの実情調査報告のひとつは，オリッサ諸藩王国人民会議 (Orissa

States People's Conference)の任命したオリッサ諸藩王国調査委員会

(Orissa States Enquiry Committee) の報告書(1)であり，他は前に

も部分的に引用したインド政庁藩王国部 (PoliticalDepartment)の特

別調査官 R.K.ラーマデャーニーの報告書〈わである。前者は藩王国制度

の廃止とその領土の英領オリッサ州への編入とを勧告するものであり (3)

後者は藩王国財政再建のための租税法案の策定を目標とするものであっ

て (S，i)その問題意識を異にするが， ともに藩王国支配体制の内的矛盾を

発見しようとしている点では共通しており， 貢租裁定報告書にはみられ
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ない諸事実を提示している。

以下ζれらの実状調査報告に依拠して， ケオンジャル藩王国の貢租制

度の様態をさらに検討してみたい。

1. オリッサ諸潜王国調査委員会報告にみえる農民の諸負担

まずオリッサ藩王国調査委員会の報告の内容に入る前に指摘しておく

べきは， この委員会の収集したケオンジャル及びデンカーナル (Dhen-

kanal)両藩王国関係の資料が，後者のもと警察長であった Brindaban

Dhalなる間牒の手で盗み出されたことである。 これによって委員会へ

の協力者たちは弾圧を蒙り， 藩王の境界警備の固さのために， 委員会が

再度証人を求めることは不可能となったが， ケオンジャルについてはそ

れでもなお状況究明に充分な資料を委員会は持っていたという。 (4)

l委員会の指摘によれば， ケオンジャルの土地貢租は1914-15年の第6

回裁定の時に3倍増となり， それから20年にわたってこの貢租激増に対

する苦情が山積していた。 (5)委員会は農民の負担をさらに加重させたも

のとして， 1910年に土地貢租の約10%の率をもって課された林野利用付

加税 E6〉，牝牛1頭あたり Re.0-2-0，水牛1頭あたり Re.0-4-0の放牧

税(7)， 1915年に土地貢租の約3%の率をもって課された医薬付加税∞，

第6回裁定の時のライヤットの権利謄本の文言に違反して行なわれてい

る無償の官糧 (Rasαd)徴発〈9〉，土地貢租に対する一定比率で事件ごとに

徴収される藩王家慶弔上納金 (Magan) ，(10) 各種の献上 (Bhetz)(11) 賦

役 (Bethz)，(閃土地貢租の 5%弱の率で課される教育付加税〈印を列挙

し，これらの諸負担はひかえめに見積っても土地貢租を 40%は加重させ

ることになると述べている。(14)

委員会はさらに， かつては林野利用付加税とひきかえに農民たちが林

野から燃料， 農器具用木材， 屋根葺き用の竹，蔓，野生の草，その他の

家計や農業のための必需品を無料で入手しえたのが， 1914-37年のあい

だに林野の自然産物の採集には別途の用益金が課され， 38年には用益金

の支払をLないで採集することが禁止されるに至った旨を農民の証言と

して伝えている (15)その他にも，警察官の金銭強要，土地貢租徴収時の
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官吏の強暴な行為，藩王がカーストの首領 (Behera，sic.) を任命する

ことによるカ}スト統制の強化など同苛酷な収奪の諸様相が呈示され

ている。土地貢租以外の雑租の徴収増加もこの時期の特徴であった。

このような状況のなかで1938年ごろからケオンジャルでは， 他のガノレ

ジャート諸国においてと同様に，プラジャマンダル (Prajamaηq，al人民
間盟)なる藩王支配への抵抗組織が結成され， 貢租負担の軽減から賦役

の廃止， 政治的自由の保障に至る諸要求を掲げて闘争を開始する動きが

現われた。プラジャマンタツレの闘争の拡大による藩王支配の危機こそが，

政庁藩王国部をしてラーマデャーニーの実地調査と藩王財政の再建策の

処方とを命ぜ、しめた根本的原因であった。 (17)

2. ラーマデャーニ一報告の所見

ラーマデャーニ一報告の基調は， 体系的な租税法の策定によって藩王

国の財政制度全般をいわば健全な基礎のよに据えようとL、う立場から，

藩王国の土地をめぐる諸権益を仔細に検討することであり， 実地調査は

当然のことながら藩王国側の協力のもとで行なわれた。そこでは， 農民

の証言を直接採訪するごとき調査方法はほとんど用いられなかったし，

調査内容も厳格にこの課題の範囲に限定されていた。従って叙述は制度

を中心とするものになっているが， それだけにまた貢租裁定報告にはな

い知見を与える部分が少くなL、。

彼のケオンジャルに関する記述のなかで， 第6回貢租裁定以降に生じ

た変化，または確定された規則と考えられるものを取り出すと次のよう

になろう。

ライヤット保有地に関連した部分では， ライヤットが土地を売却， 贈

与により， または女子の婚資として談度するばあい， その譲渡に対する

おそらく第三者の異議申し立ての機会が藩王政府によって一般に与えら

れること，そして処分に伴なう変更登記手数料 (mutationfees)として，

土地の売買価格 (consideration)の 12.5%(部族民は6.25%) が徴収

されること， が述べられている O この手数料は放棄された土地が競売や

交換によって他者の手に渡る時にも両当事者から徴集された。藩王の許
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可なく Lて譲渡された土地については， その土地の没収か， または藩王

への謝礼金 (Salami) と変更登記手数料との追徴による事後承認の措

置がとられた。(!めこのライヤットの土地譲渡に対する制限は， ランフツレ

(Ranpur) を除くこの地域の諸国の重要な問題のひとつであったが(19)

譲渡の要件としての手数料と謝礼金とを藩王の財源に数えたのは， ラー

マデャーニーの新たな指摘であった。

賦役については， 彼はそれがかなりの程度まで存続している藩王国と

してケオンジャルを特記している。αりそのうち権利謄本には記載のない

藩主の狩猟の勢子を勤める賦役は， 1938年に廃止されたと述べている。〈叫

おそらく民衆の闘争に対する藩王の譲歩として廃止されたのであろう。

林野及び林野利用付加税の問題については， ラーマデャーニ}の記述

は先行の諸資料より詳Lい記述をふくむ。それによると，ケオンジャルの

林野 (Forests)はA級指定林野とB級保護林野及び村落林野 (Khesra，

sic.) とに分類され，前者は測量区画されたが後2者は測量区固なしに藩

王政府林野部の管理下におかれていた。一ヲイヤヴトは後2者の林野から

林野利用付加税額に応じて， 農器具用材や燃料用材を採取することを許

されていた。村落首領は村民各自の無償林野利用量を示す帳簿を備えて

いたが， 入林許可を取る必要がなかったので弊害もなくこの制度が運用

されていたという。 (22)オリッサ諸藩王国調査委員会報告の指摘した，林

用に対する用益金徴収による厳重な制限については， ラーマデャーニ一

野利は言及していないが， これは両者の情報源の相違を反映するものと

思われる。なお， 林野利用付加税は，近傍に林野のない下ケオンジャノレ

22個村では徴収されていなかったが， 別に税のみ支払って受益しない村

落もあったもののようである。また， 勤務や交易のために藩王国に入国

する者は， i外国人」として家族数に応じて年に Re.1ないし Rs.2の

林野利用付加税を課されていた。(23)

放牧は耕作用役畜と一定数の他の家畜とが B級林野保護では無料で行

なわれ; A級指定林野では耕作用役畜10頭までが無料で放牧を許され，

村落林野の利用は「外国人」に対する以外無拘束であったとL、ぅ。(2Dこ
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れも放牧税を別に徴収されるとしたオリッサ諸藩王国調査委員会報告と

は一致しないが，やはり情報源の差異によるものであろう。なお，樹木の

伐採については， ラーマデャーニーは周囲35インチ以上としており山

第6回裁定時の規定より緩和されているが， これも民衆の闘争の成果で

あったかも知れない。無償伐採の許されない保護樹木の種類は果樹2種

をふくむ13種であったというが，彼はその名称を挙げていない。(26)

農民の日常生活に関連する他の事項のひとつとしては， 農作物に被害

を及ぼす野獣の駆除がある。 ケオンジャルで、は野獣の射殺は， 被害のも

っとも大きい野牛 (bison)と象とを除き，野獣が現に作物を荒している

時に限って許可されていた。 しかし藩王国全体で作物保護のための銃の

免許件数は7件， 人身防衛のためのそれが13件という少なさであり， し

かも銃は 1月15日から7月15日までは藩王政府に供託されなければなら

なかったから， この野獣射殺の許可ば名目的なものにすぎな」かった。 (21)

また同じく農民に不利に働いたと思われるものに藩王の専売品目があっ

た。つまり ，Bi戸'という一種の煙草の材料となる‘Kendu'の葉，

ラック， 死んだ家畜の皮は， 藩王指定の取扱い業者が農民から買い集め

ることが行なわれており，繭も同様であった。 (28)この種の専売の存在は

第5回貢租裁定の報告書にも既に述べられていたところである。

次に免租保有地として知行地を受けていた村落傭員のうち， ラーマデ
チヤウキ【ダール

ャーニーの調査時点では， 村落の警備員を除き概ねが巡回の役人に対す

る以外は無償の役務供与をしていなかったことが知られる。 (29)彼らが村

落の農民たちにかつてはそうしていたとL寸積極的な証拠はないが， も

し村民への役務供与が有償化したのだとすれば， それは村落内部におけ

る社会経済関係の顕著な変化を意味するものであり， その内容を知る必

要に迫られるのであるが， 報告書にはその事情の説明が見出きれなし、。

従ってこの点については，さじあたり，商品流通の農村ヘの浸透の効果

という一般的な状況の推測をもってするほか理解の方法がなし、。

収租機構について，ラーマデャーラーは，各郷に Garhnaik日(1城塞指

揮官Jの意)がおかれ，他の村落首領たちの監督に当っていたことを伝え
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ている ~(30) Garhnaikは貢租設定報告では郷兵の告を郷における

あり，一収穂機織の要員には数えられていなかった。仙〉従ってラーマデャ

ーニーのこの所見は， 郷兵の首領といういわば…種の武力義援が， 純粋

に箆考察仔政的ともいえる焚綴徴収の機構な補強していたことを示すもの

そのような制肢がL、つから設けられたかは不分拐ながら， 貢租徴収

の強制j力を加重する必婆に出たものであろうことはほぼ疑いないO 〈32〉民

衆の反藩ヨミ権力闘争に対する議奪三巴側の対草、畿であったと患われる。

以上がラーマデャーニーの報告から補悲しうる るG

設

(1) はじめに RECOS.の略号で錫げた蓄審物である。 委員立後のフtvツサ;!i首
拐となつTた-:':'"ハ、レ一夕ノんレシユナ醤 γ ツタブくE寂Z皐釘rek王r持号皐aMahatab) tはまじ説ゐ~3 入で

書穣善E淡主2さきれずたよh。序言では幸毅装f祭普芸滋撃齢tは主2毒巻喜に分け-r/:織詩芸妓変1さEれたという

より取寄せTたよ喜幾露 i雲幾喜と怠われる翻淑l分司の3き後差宅写喜し虫か冶もたない。

(め はじめに ROCS‘のE器移マ掲げた毒物である。著書者の経書受注本開であるがy イン

ド信審空事文言毒薬にあった。彼の託された雪義務の内容については.ROCS.-I， ~ 1 (p. 

1). App. r (p. 102).参照。!I4 (P.4).によると.RECOS.の公表後，政庁は
ボウユテッド (Bow事tead)茶t.l:Q 1雪3をによるオ翌ッサ務者奪三巨額の裁選まをずまなわ

せておち，寄 3(p. 102).によると思誌にロシアン (Lothi組〕莱の級生普と，インド

総餐の道警ミE~護顧問宮ワイ F … (Sir Francis Wyli母〉の党議なるものがあるとい

うが，刊行されていないの℃利用できなかった。

(3) RECOS.， pp. 号喜一60.

(3a) ROCS-I， はオヲッサ及びチャツティースガFレ言義務:=E議誌の室電車皇帝H支の毒薬害発Ilは

ヲーマデャー ι …の起主主した漆玄関綴税法案，謹 t主各E護燃の状況の記述から主主る。

(心 RECOS.，pp. 3-4， 207. 

紛 RECOS.， p.211.しかし.KSR-II.， !l101， 103 (pp. 24， 25).から書5回と第

6閣議先安定におけるライヤット傑有地の発事装(おそらく賦課毒装で議ちろう〕を比較す

ると， 総体としては2豪雪増であり， 単位路絞るた ~j翼線車事 t主義設持寄せず妻号機弱者禁が

統計上は2倍以上に議コたしたことな考えると. 31吉増設誌は務緩または喜重謀議な務例

の一章受化，もしくは裁定報告のをき滋殺の欠如を意書長するであろう。なおRECOS.. 

Ibid. 月奇捻の主主滋等級5J1jニt調品交主義主事淡は童葉植‘脱漏~~長き KSR-II.， !I 89， 97の

それと一きまする。

(6) RECOS.， p. 208. i註し KSR-II.，!I 109 (P. 27)‘によれば第6滋業主主差以前の品}

カーあた与税率は水EfI1支記.0-2-6， ~主EfI 1ミ母.0':'[うであった。 なき苦ことにいう

;体重予約舟付加税の1910年毒事え言語法務りであろう。
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(の RECOS.， p. 208.この税目は KSR-II.には挙げられていない。

(8) Ibid.‘Hospital Cess'または DispensaryCess (KSR-II.， .~ 107)という。

委員会の調査時点で病院 4，薬局 4があったが，壬族，官吏，町の「紳士」のた

めのもので，村民は神益しなかった。

(9) RECOS.， pp. 208， 209.委員会への証言者によれば，彼らは巡回の官吏等に「米，

ダーノレ (Dal豆類)， ギー (Ghl液状パ Fー)， 取， 疏菜類，自h，牛乳，鶏肉，

卵， 山羊などと l世帯あたり Re.0-l-0の香辛料代金J等を提供して，代金の

支払いを受けずにその受領証に署名させられるのが慣例だったという。また年40

回を下らない藩王の狩猟には商庖主が随行し，勢子として動員された農民たちが

彼らから「小麦粉，砂糖，香辛料，若草， !i'パコ，マッチ，ウイスキー，プランデ

ー，石鹸，香油」を買って，役人たちに提供したという。官糧徴発に応じない者

には罰金が課され殴打が加えられた。

(10) RECOS.. pp. 209-210.過去20年間にこの名目で，前主の像の建立費用，関東大

震災 (theTokyo fire)義指金(この基金の収入はある‘TownHall'の建設

に支出された)， 前皇帝(エドワード7世?)戴冠式， ジョージ5世在位25年記

念式典 (theJubilee)，結絞基金，ハンセ Y氏病基金，王弟訪英送別費，藩豆の

型経伽t受式と婚礼の費用が徴収されたという O

ω RECOS.， p. 210.村務首領その他の首領たちより藩王への上納金で，負担の積
算の墓f縫は不明であるが Rs.0-8-0ないし Re.2-4-0という。この項目の下に

はさらに， 農民たちが宿営地 (camp)やヨー P 0/パ人高官の宿舎に牝牛を20頭

も連れて行って無償で牛乳を提供すること I約80年前」には象狩り (Kheda) 

に象の餌を供出させられたこと， 1922年に一般化した制度として，道路・橋梁工

事のための石材と砂利の無償供出，牝牛と水牛の販売税，が列挙されている。

(幼 Ibid. 無償労働の種類は， ① 道路の建設と修築，② 狩猟の勢子を勤めるこ

と，③ 山火事の消火，④ 荷役，であり，戸主 (householder)は誰でも年間

約30日を賦役に動員されていたという。①，②，③は貢租裁定報告書にほとんど

まったく言及のない項目である。②については oρ.cit. p. 213.をも参照。

日i) RECOS.， pp. 210-211. 'Education Cess'または‘SchoolCess' (KSR-II.， 

~ 106)という。税率は第6回裁定時に土地貢租 Re.1あたり Re.0-0-6であ

ったがその後 Re.0-0-9にひき上げられたらしい。 Ibid.によれば当時ケオンジ

ヤノレには高等学校1・英語中等学校 1，オリヤ語中等学校2，高等小学校17，初

等小学校83，サ γスリタット塾 (Tol)1， ムスリム書院 (Maktab)2，平均し

て18村落あたり l校という状況であった。

日割 RECOS.， p. 212. 

。事 RECOS.，p. 208. 

(]s) RECOS.， pp. 2137214.ここでは部族民の証言が引用されているが，彼らからの

糧食徴発についての p.209所引の証言をも参照。 また革審王のカースト管理が行
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なわれ，それがカースト規律侵犯者からの罰金徴収というかたちで財源になって

いたことは，RECOS.のなかに他落王国についてのいくつか記述がある。

間 プラジャマンダノレの闘争とその周辺の事態については， さしあたり， Mahtab 

(chief-Edふop.cit.， vol. 4 (1930-47)， ed. by G. S. Das， pp. 51-31; vo1. 

5 (vol. 4 SupPle例 ent)， ed. by P. Mukherjee，巴tal.， pp. 119-130; F. G. 

Bailey， Politics and Social Change， Orissa in 1959， Berk巴ley& Los 

Arigeles: Univ. of California Press， .1963， pp. 177-129; R.N. Nath，“ The 

Story 01 Freedom Movement in Orissa States"， in M. N. Das (巴dふ

Sidelights on History and Culture olOrissa， Cuttack: Vidyapuri， 1977， 

pp. 285-292.を筆者は参照したが，特にケオンジャノレについてその様相を知るこ

とはできなかった。ただその闘争が藩王諸国を震一機させたことは知り得る。

(1日 ROCS.-III，Keonjhar， ~ 14 (p. 138). 

日制=ヲイヤ v トの土:地譲渡権制限一般については ROCS.-I， ~ 21 (pp: 24-25)参

照。この問題についτは別稿をもって扱いたい。

自0) ROCS.-I， ~ 34 (p. 30). 

制 ROCS.-III，Keonjher， ~ 20 (p. 139). 
(22) ROCS.-III， Ibid.， ~ 28 (p. 141). 関連して I;'~38， 40 (p. 33).をも参照せ

式f事上述司王林野区分はト指定林野(個人の用益をほとんどあるいはまったえ認め

ないもの)，保護林野(一定の条件の下で個人の用益を認めるもの)，分類外林野

(unc1assed Forests)に区分する英領地域の林野法規が， 務王国にも導入され

たものである。英領地域のこの問題については.Royal Commission onAgri-

culture in India， Report， ，Bombay， 1928， ~ 215 (pp.257-258).参照0

(23) ROCS.-III， Ibid.， ~ 26 (p. 140). 免除地域のことは KSR-II.， ~' 110 (p. 27) 

で、述べている。「外国人」は保有地 4~5 エーカー未満の人びとであったという。

白書 ROCS.-III， Ibid.. ~ 28 (p. 141).ここでは「外国人」を藩王国に土地を持たな

い人びと及び非農業者として説明しており， ~ 26の記述とは違っている。

位51 Ibid. 

伺 Ibid.種類の数としては第5回裁定時より l種多い。

(27) ROCS.， III， Ibid~， ~ 29(p. 141).どのような人びとが免許を受けたのかは明ら

かでないが，おそらくは郡長以上の首領層や藩王の役人たちであろう。人身防衛

のための銃砲所持の件数がはるかに多いことが，それを物語る。なおこの野獣射

殺禁止令が農民たちの苦情の的であったことは， RECOS.中にも言及が少くな

い。さらに ROCS.-I，~ 46 (pp. 37-39).をも参照せよ。

[2国 ROCS.-III，Ibid.， S 30 (p. 141).諸藩王国全般の閣内産品専売については，

RO CS.-I. ~ 44 (pp. 34-36).参照。 なお RECOS.~こは， ケオンジャノレについ

ては記述されていないが，善幸王が塩キ灯用右油やきんまの棄のような日用必需品

の専売を行なっていた旨の記述が散見する。
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白日 ROCS.-III， Ibid.， ~ 11 (p. 117)， 27 (p. 141). 

(30) ROCS.-:III， Ibid.， ~ 23 (pp. 139-140). 

(311 KSR-I.， ~ 174 (p.54).では下ケオンジャノレの郷兵の編成の項で説明されている

が，App. XIII， XIV (pp. 108-109).では両ケオンジャノレに合計22名の Gat;hnaik

のいたことが記録されている。 KSR-II.，* 50 (p. 13) の表では，第5回重量定時
の Garhnaikの数が KSR-I.のそれと合致しないが， 第6回で Gat:hnaikと

Dalai (村落の郷兵長)とあわせて32名という数字が挙っている。

(32) ROCS.-III， Ibid.， * 23には GarhnaikとSardarとを同一視するかの如き
記述がみられ，前者は村落首領の死後次の者が任命されるまでの代行を勤めるも

リ戸ヂイシグ

のと~れてお1)，またその任命には íすべての村落首領と指導的地位のライタ

ヅト」との談合を要するが，通olJは長子相続によった，と述べている。しかし，
Ga1:hnaikの主たる職務は，地方巡回の役人への勤務のために郷兵を召集するこ

とと，賦役のために村民その他を集めてさし出すことであったという。ラーヤデ

ャーニーの記述からは，Garhnaikが収公された郷兵知行地の村落のみに関係し

た需u度ではないことが明らかであり，本来軍事であった職務が民事に転用された

ことを反映しているようにみえる。

VI 結 一語

以上19世紀末から 20世紀前期に至るケオンジャル藩王国の土地制度と

貢租制度とを概観して来た。資料の不充分さのためにその全体像を描き

出すことはできなかったが，一応の小括を与えて稿了としたい。

まず銘記さるべきは， この藩王国の土地制度と貢租制度との基本原則

を与えた裁定事業が， 第 5・6固ともに，インド政庁の藩王国管理下で

行われたことであり， このことはそれらの制度がイギリスのイシド統治

の総体のなかでそれに適合するものとして確立されたことを意味する。

それは単なる旧慣の追認で、はなかったのである。

インド政庁の直接的介入のもとで行われた裁定事業の特色の第1は，

減・免租保有地がかなり大きな規模で認められたことである。第6回裁

定時でも， 村落地域内の荒蕪地や林野を除いた総面積の21%が， 免租保

有地及びザミーンダーノレ領で、あり， 前回と大差がない。(1)もっともこの

なかには， 事実上の王室収入となる第1王妃と藩王嗣子との御料地や国

家計E神の神事用地が大半を占めていたが， それにしてもなお9%以上の
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減・免租地の存在が藩王国財政の制約要因であったことは確かであろう。

第2の特色としては， ケオンジャル藩王国の農民が， 土地貢租負担の

ほかに， 賦役や官糧供出や上納金の支払いを義務づけられ， 林野の自然

産物の利用にも付加税の納入や特定品目の藩王専売の形態で制限を課さ

れていたことである。 ライヤットの負担すべき義務の範囲は， 第5回裁

定時の承諾書や第6回裁定時の権利謄本によって， 文書として確定され

たようにみえながら， その条項が空文にひとしく， それらの文書以外の

負担をも実際には課せられていたことは， オリッサ諸藩王国調査委員会

によって明るみに出された。文書の規範性を確立するための司法・行政

機構も存在しなかったのである。

そうなると，藩王とライヤットの関係を文書契約に立脚せしめ， 後者

の占有借地権を設定したかにみえる承諾書や権利謄本は， 露わな暴力を

伴なう， 法としての成立をも達成していない身分的支配に施された， 近

代性の虚飾以外の何ものでもなかったということになろう。少くとも貢

租裁定担当官の主観的意図以上の意義をこれらの文書に付与することは

できない。(2) しかもその限界のなかでさえ，無償の賦役労働が許容され，

その日数は制限されていなかった。村落首領の職務規程には， 英領イン

ド政庁当局者が土地貢租以外の雑税を裁可しうることさえが示唆されて

いた。

第3の特色としては， 以上のような藩王経済の総体が， 藩王国外から

の影響と圏内の人口・耕地の増大に伴なって生じたで、あろう農民の経済

生活への変化ーーーその具体的様相は現段階では把捉されていないーーに

もかかわらず， イギリスの藩王国維持政策のなかで存続させられたこと

である。 プラジャマ γダノレの闘争を経験し， 第2次大戦の勃発によって

戦後のインド独立が日程に上りかけていた時期にさえ， 租税法の策定に

よる藩王国の基盤強化が模索されていたことは， イギリスの藩王国政策

の一貫性を示唆するものであろう。

藩王国の支配体制を「封建制度」として一般的に特徴づけようとする

傾向に対して，ケオンジャルについての研究結果は， I封建制度」がそれ
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白体の力量によるよりもイギリス帝国主義の植民地支配によって存在の

根拠を与えられていたことを示唆していると恩われる。

註

(1) KSR-II.，!i 43 (p. 10); KSR-I， !i 195， 196， 202 (pp. 61-23， 65).参照。

(2) ROCS.-III， Keonjhar， S 14 (p. 128)でラーマデャーニーは， ライヤツト保有

地について「占有権」の存在を認めているが， これは権利謄本の文言についての

み妥当する解釈であろう。
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